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と
の
項
目は 、
他
の
項
に
漏
れ
た
もの
を
拾ひ
集
め
る
や
うな
感
じ
で 、
項

目
と
し
て
の
組
り
は
悪い 。
「
資
料」
の
中に
は 、
国
語
学の
資
料
も
あ
れ
ば 、

国
語
学
史の
資
料
も
あ
り 、
又
辞
書
の
や
う
に
両
方
に
跨っ
て
ゐ
る
もの
も
あ

る 。
本
稿
で
は 、
一
往
「
国
語
学
史」
と
「
資
料」
と
を
分
け
て
述べ
る
が 、

便
宜
混
ず
る
場
合
の
あ
る
乙
と
も
諒
恕
さ
れ
た
い 。
又 、
論
述の
次
で 、
昭
和

四
十二
年
又
は
四
十
五
年の
刊
行
の
もの
に
及ん
だ
場
合
も
あ
る
と
と
を
お
断

り
し
て
お
く 。
尚 、
論
述
の
中
で
は 、
著
者へ
の
敬
語
を
省
略
し
た 。
又 、
筆

者
未
見の
文
献
で 、
他の
目
録
類か
ら
孫
引
し
た
もの
が
あ
る
ζ
と
を
お
断
り

し
て
お
く 。

例
年の
如
く 、
乙
の
期
聞
に
も
国
語
学
史の
研
究
は
必
ず
し
も
多
く
な
い
|

殊
に
そ
れ
を
学
説
史
に
限
定
し
た
場
合
に
は
| 。
し
か
し

着
実
な
実
証
的
研
究

ゃ 、
若
干の
資
料
翻
刻が
あっ
た
ζ
と
は
注
目
す
べ
き
で 、
「
国
語
学
史」
の

体
系
を
新
し
く

構
築
す
る
機
運
も
次
第
に
熟
しつ
つ
あ
る
現
状
で
あ
る
と
言っ

て
良い
の
で
は
な
か
ら
う
か 。

先づ
国
語
学
史の
研
究
か
ら
始
め
る 。
四
十二
年
秋
に
逝
去
さ
れ
た
時
枝
誠

記
博
士
の
記
念
号
と
し
て
東
大
国
語
研
究
室
で
編
輯
し
た
「
国
語
研
究
室
第
八

号」
〈昭
四三・一
O)
で
は 、
巻
頭
に
故
博
士
の
遺
稿
「
私の
卒
業
論
文」
及

築

裕

島

び
東
京
帝
国
大
学
卒
業
論
文
「日
本ニ
於ル
言
語
観
念ノ
後
遥
及
言
語
研
究ノ

目
的ト
其ノ
方
法(明治以
前)
の一
部
を
掲
載し
た 。

日
本
書
紀の
研
究
につ
い
て
は 、
粕
谷
興
紀「日
本
書
紀
私
記
甲
本
の
研
究」

(芸林一
九ノ二 、
昭
四三・
四) 、
西
宮一
民
「
日
本
書
紀
私
記 、
乙
本・
丙
本

に
つ
い
て」
(国
語国文
昭四四・一
O) 、
久
保
回
収
「
中
世に
お
け
る
日
本
書

紀
の
伝
来」(芸
林一
九ノ
四 、
昭
四三
・八)
が
あ
る 。
粕
谷
氏の
は
私
記
甲
本

が
弘
仁
私
記の
不
純
化
せ
ら
れ
た
もの
と
する
論
で 、
築
島の
偽
作
説
を
も
批

判
さ
れ
て
ゐ
る
が 、
承
服
すべ
き
点
多
く 、

私
と
し
て
も
前
説
を
再検
討
し
た

く
恩ふ
もの
で
あ
る 。
西
宮
氏
の
論
は
私
記
丙本の
訓
が
神
宮
文
庫
本
神
武
紀

に
採
入
れ
ら
れ
て
ゐ
る
乙
と
の
発
見に
よ
り 、
従
来
性
格
の
陵
昧
で
あっ
た
乙

本
丙
本
を
平
安
中
期か
ら
同
末の
聞
の
成立
か
と
す
る
もの
で 、
注
目
すべ
き

新
見
で
あ
る 。
久
保
田
氏の
論
は
中
世
神
道
家の
日
本
書
紀
伝
来
につ
い
て
の

全
体
的
な
通
観
で
あ
る 。

大
野
晋
「
藤
原
定
家の
仮
名
遣
に
つ
い
て」
(国
語学七二 、
昭四三・
三)

は 、
源
氏
奥
入 、
奥
儀
抄
巻
余
な
ど
に
よ
る
と
定
家
は
片
仮
名
で
は
そ
の
仮
名

遣
を
使
用
し
て
ゐ
な
い
こ
と 、
下
官
集
の
諸
本
の一
た
る
為
相
本
に
は
治
承二

年
(一一
七八)
定
家
十
七
歳
の
折の
年
号が
あ
る
乙
と 、
二
十一
歳
の
折
に
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書
写
し
た
資
賢
卿
集
で
は
仮
名
遣
の
適っ
て
ゐ
る
と
と
な
ど
を
論ぜ
ら
れ
て
ゐ

る 。
乙
の
説に
対
す
る
批
判が
あ
る 。
迫
野
皮
徳
「
定
家
の
仮
名
遣い
の
成
立

に
つ
い
て」
(
語文研
究二
七 、

昭
四
四
・

六)
で
あっ
て 、

定
家
自
筆
「
石
清
水

八
幡
宮
社
務
回
中
宗
清
願
文
案」
等に
よ
り 、
文
書
や
消
息で
は
必
ず
し
も
そ

の
仮
名
遣
を
励
行
し
て
ゐ
な
い
か
ら 、
片
仮
名
の
み
な
ら
ず
平
仮
名
で
も
表
記

を
重
視
し
な
い
もの
に
は
使
用
し
な
かっ
た
ら
し
い
と
と 、
大
野
氏の
「
資
賢

卿
集」
を
定
家二
十一
歳
当
時の
もの
と
する
に
は
異
論
も
あ
り 、
他
の
根
拠

か
ら 、
定
家二
十
歳
代
後
半
か
ら
三
十
歳
初
年
頃の
成
立
な
ら
ん
とい
ふ
論
で

あ
る 。
小
林
芳
規
「
将
門
記
承
徳
点
本
の
仮
名
遣
を
め
ぐっ
て」
(国文
学孜四

九 、
昭
四
四・
三)
は 、
将
門
記
承
徳
三
年
(一
O九
九)
訓
点の
中
で
和
訓
の

語
頭の
オ
とヲ
と
を
区
別
し
て
表
記
し
て
ゐ
る
とい
ふ
論
旨で 、
本
訓
点
の
加

点
者
と
し
て
高
野
山の
基
舜
又
は
そ
の
系
統の
僧
を
推
定
し
て
ゐ
る
が 、
定
家

仮
名
遣
の
本
源
探
究
上
重
要
な
事
実
を
提
示
し
て
ゐ
る 。

キ
リ
シ
タン
関
係
で
は 、
森
田
武
「臼
葡
辞
書の
「
プロ
ポ
ジ
サン」
注
記

に
つ
い
て」
(国文
学孜
四九 、

昭
四
四
・

三)
が
あ
る 。
乙
の
語の
用
例
意
義
を

追
求
し
た
結
果 、
本
辞
書
で
は
語
や
勾の
文
法
的
機
能
を
示
す
術
語
で
あ
っ

て 、
一
種の
格
提
示の
品
詞
名
の
如
く
使
用
さ
れ
た
ζ
と
を
明
に
し
て
ゐ
る 。

土
井
忠
生
「
長
崎
通
事の
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
に
つ
い
て」
(言語研
究五
四 、
昭四

四・一〉
は 、
一
種
の
日
葡
対
訳
辞
書
「
南
詞
雑
解」
を
取
上
げ
て 、
十
七
八

世
紀
頃
に
長
崎
通
事の
使
用
し
て
ゐ
た
ポ
ル
ト

ガ
ル
語の
状
態
を
探
り 、
そ
れ

が
イエ
ズ
ス
会
宣
教
師
の
そ
れ
と
は
位
相
を
異
に
し
て
を
り 、
日
本
化
し
た
特

異
な
用
法
の
あ
る
ζ
と
な
ど
その
実
態
を
明
に
し
た
もの
で
あ
る 。
士口
町
義
雄

「
西
洋
で
刷
ら
れ
た
最
初
の
日
本
文
学」
(字部短期大
学
学術報告5、
昭
四
三・

一ニ)
は 、
一
五
七
O
年
ポ
ル
トガ

ル
コ
イ
ン
ブ
ラ
刊
行
の
「
耶
蘇
会
士
書
翰
集」

に
漢
字・
平
仮
名
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
もの 。
尚
吉
田
澄
夫
「
天
草
版
金

句
集の
研
究」
の
複
刻
(昭
四四・一 、
東洋文庫)
が
あっ
た 。
高
羽
五
郎
編

「
ラ
ホ
日
辞
典の
日
本
語」
は 、
四
十三
年
以
降
本
文
節
第
五
冊
か
ら
第
羽
冊

ま
で
(
昭
四
三
・

て

昭
四
三
・

七 、

昭
四
四
・

二 、

昭
四
四
・

八 、

昭
四
五
・

二)

の

五
冊
が
刊
行
さ
れ
てS
の
部
ま
で
進
み 、
続
刊
中で
あ
る 。

吉
永
亜
美
「
松
平
文
庫
磁
「
連
寄
手
爾
を
葉」
考」
(女子大国文五二 、
昭

四
四・
二)
が
あ
り 、
岡
本
が
諸
体
秘
伝
抄
よ
り
も
原
初の
体
を
残
し
て
ゐ
る

ながれg

と
論
ぜ
ら
れ
る 。
浜
千
代
清
「
翻
刻
流
木
集
(上〉」
(女子大国文五
四 、
昭四

四 、
九)
は
連
歌
用
語
の
い
ろ
は
順の
辞
典
でい
ー

そ
の
部
を
収
め
る 。
谷
川
士

清の
業
績
を
取
上
げ
た
北
岡
四
良「和
訓
案
成立
私
考
|士清と

真測との
関連」

(
皇
学
館
大
学
紀
要
第
六
輯 、

昭
四
三
・

ニ
)

及
び
周
「
続
・

和
訓
莱
成
立
私
考 、

付
旧
本
伊
勢
物
語
考」
(同
第
七
瞬 、

昭
四
四
・

三)
が
あ
り 、
士
清
と
真
，剖・
宣

長
と
の
関
係
を
論
じ
て
ゐ
る 。
古
田
東
朔
氏に
は
鈴
木
胞
の
国
語
学
上
の
著
作

「
雅
語
音
声
考」
の
四
次の
諸
稿
本
を
検
討
し
て
成立
過
程
を
追
求
し
た
「『
言

語
音
声
考』
か
ら
『
雑
語
音
声
考』
へ」
(国
語と
国文
学四
五
ノ二 、
昭
四
三
・

二)
が
あ
り 、
そ
の
国
語
学
史
上の
意
義
につ
い
て 、
音
義
説
と
の
関
連
を
認

め
て
ゐ
る 。
同
氏
に
は
更
に
問
の
「
活
語
断
続
図
説
(神
習文庫蔵)・
活
語
断

続
譜・
言
語
四
種
論・一言
語
音
声
考
(東大
国語研究室黒川
文庫蔵)」
の
凸
版

複
製
と
そ
れ
に
添へ
た
解
説
(東大人文科
学科
紀要
四
八、
昭
四
四・
士
乙
が

あ
る 。
同
「『
詞
の
玉
緒』
の
先
縦
と
し
て
の
て
に
を
は
研
究
書
|特に

『丘遁

乎
談
義
償
紗』
の
内
容
と
の
比
較」
(
国
語
学
七
二 、

問
四
二
・

三)

は 、

義
憤
紗
の
中

に
既
に
玉
緒
と
同
趣の
論
説
が
見
え
る
ζ
と
を
指
摘
し 、
官一
長
が
旧
派
の
学
統

と
接
触
が
あっ
た
事
実に
よ
り
袈
附け
た
新
見
で
あ
る 。

重
松
信
弘
「
本
居
宣
長
の
古
語
研
究の
理
念
と
方法」
(皇学館論叢一
/
四 、

昭
四三・一
O)
は 、
宣
長
が
従
来
の
説
を
無
条
件に
信
ず
る
乙
と
な
く 、

機
能

法
を
重
視
し 、
又
言
語の
時
代
性
を
弁へ
た
乙
と
を
論
じ
て
ゐ
る 。
尾
崎
知
光
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「『
鈴
木
股』
と
『
離
屋
詠
草』
」
(
説林一
六 、
昭四三・
二〉
で
は
肢の
自
筆

歌
稿
を
紹
介
し
て
ゐ
る 。
同
氏に
は
又
「
義
門の
活
語
研
究
の一
過
程
l改稿

本
「
詞
の
道
し
る
べ
」
に
つ
い
て
|」

(
愛
知
県
立
大
学
文
学
部
論
集
一

九 、

昭
四
三
・

一

二)
が
あ
り 、
春
庭の
八
衝
を
基
と
し
て
義
門
の
研
究
の
進
展
し
て
行っ
た
過

程
を 、
新
出
の
ニ
写
本
に
よ
っ
て
論
じ
た 。
三
木
幸
信
編「
義
門
研
究
資
料
下」

(昭四三・
九 、
風
間書房)
は
「
活
語
余
論」
「
真
宗
聖
教
和
語
説」
等の
翻
刻

で
あ
る 。
岡
田
正
世
「
義
門の
語
分
類
を
め
ぐ
っ
て」
(福井大・
国語国文
学

一
三 、
昭
四三・
二)
は 、
義
門
の
玉
緒
繰
分の
説
が
必
ず
し
も
正
し
く
理
解

さ
れ
て
居
ら
ず 、
一
切
の
語
を
活
用
に
よ
っ
て
三
大
別
す
る
こ
と
は
そ
れ
自
体

当
を
得
た
点の
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
論
で
あ
る 。

本
居
宣
長
全
集
が
刊
行
中
で 、
昭
和
四
十三
年
に
は
第一
巻
(玉
勝間等 、

五
月〉 、
第
九
巻(古事記伝
て
七
月) 、
第二
巻
〈石上
私淑言等 、
九
月〉 、
第

十
巻
(記伝二 、
十一
月)
の
四
冊 、
四
十
四
年
に
は
第三
巻
(遠
鏡等 、
一
月〉 、

第
十一
巻
〈古事記伝三 、
三
月〉 、
第
十
五
巻
(
鈴
屋
集等 、
六月)
第
四
巻(
玉

の
小
櫛等 、
十月) 、
が
出
た 。
詳
し
い
校
訂
と
注
と
を
附し
て
あ
り 、
宣
長
会

集
と
し
て
最
良
の
も
の
と
な
ら
う 。

宮
崎
荘
平・
佐
藤
健一
郎
「『
国
津
文
世々
の
跡』
の
書
誌
的
覚
書」(
文学・

語
学五
て
昭
四
四・
三〉
は 、
安
永
六
年
銭
屋
版
を
初
版
と
し 、
そ
の
後
寛
政

四
年
に
再
考
本
の
堺
屋
本
が
あ
り 、
共
に
安
永
六
年
の
刊
記
を
有
す
る
ζ
と
を

指
摘
し
た
も
の 。

福
島
邦
道
「
雅
俗
語
対
訳
辞
書の
発
達
」
(
実
践
女
子
大
学
文
学
部
紀
要一
二、

昭
四
四・一
O〉
は 、
五
井
純
禎の
源
語
梯 、
鹿
持
雅
澄
の
古
言
訳
通
な
ど
都
合

十
九
種
の
雅
語
俗
語
対
訳の
近
世
明
治
期の
辞
書
の
年
代
順の
解
題
で
あ
る 。

篠
崎
久
弱・
浦
上
正
明
「
倭
訓
菜
後
編の
諸
国
方
言
索
引」
(昭
四三・一
O 、

自家版)
は
五
十
音
索
引
と
地
域
索
引
と
か
ら

成っ
て
ゐ
る 。
又
明
治
二
十
年
刊

行
の
「
桝
雅
言
集
覧」
の
複
製
が
臨
川
書庖
か
ら
刊
行
さ
れ
た 。
(昭四0・
四)

又 、
河
村
秀
根の
「
書
紀
集
解」
の
複
製
も
あっ
た(昭四四・
八 、
箆川書庖) 。

中
川
浩
文
「『
和
讃
出
葉』
翻
刻・
各
論
二
)」
(
竜
谷
大
学
論
集三
八七 、
昭四

=
了一一)
は
中
川
氏
蔵
の
著
者
慈
賢の
寛
保二
年
〈一
七
四二)
成
立の
原
本

の
紹
介
で
あ
る 。

蘭
学
関
係
で
は 、
先づ
古
田
東
朔
「『
智
環
啓
蒙』
と
『
啓
蒙
知
恵
之
環』」

〈近
代語研究第二
瞬 、
昭
四三・一)
が
あ
る 。
「
智
環
啓
蒙」
は 、
幕
末
か
ら

明
治
初
年
に
か
け
て
洋
学
者の
閣
に
広
く

行
は
れ
た
小
型
百
科
辞
典
と
もい
ふ

べ
き
もの
だ
が 、
そ
の
諸
本
を
比
較
検
討
し 、
又
そ
れ
を
瓜
生
寅の
訳
し
た「
啓

蒙
知
恵
之
環」
を
諸
本
比
校
し 、
又
翻
訳
原
本
と
比
較
検
討
し
て
ゐ
る 。
「
唐
話

辞
書
類
集
第一
冊」
(
昭四四・
七 、
汲古書
院)
は 、
岡
鳥
冠
山
等
撲の
「
唐
話

類
纂」 、
遠
山
荷
楠相
撲
(推定)
「
胡
言
漢
語」
及び
「
怯
里
馬
赤」
の
三
部の

複
製
を
収
め 、
長
沢
規
矩
也
氏の
解
説を
附
す 。
又 、
杉
本つ
と
む
「
蘭
語
首

尾
接
詞
考
につ
い
て」(
国
語
学
研
究八 、
昭
四
三・
八)
は 、
馬
場
貞
由の
蘭
語
学

の
研
究
上
乙
の
書
の
重
要
な
乙
と
を
認
め
て
紹
介
解
説し
た
も
の 、
同
論
の
訂

正
と
補
足
が
同
誌
九
号
〈昭四四・一
O)
に
あ
る 。
藤
原
遅
「
江
戸
時
代
に
お

け
る
こ
つ
の
翻
訳
学の
連
関
と
性
格」
(文芸研究六二 、
昭四四・
八)
で
は 、

荻
生
復
篠
の
漢
文
直
読
主
義
の-訳
学か
ら 、
江
戸
和
蘭
訳
学
が
影
響
を
受
け
た

こ
と 、
前
者
が
道
の
学
で
あ
る
の
に
対
し
て
後
者は
技
術の
学
で
あっ
た
乙
と

な
ど
を
論
じ
て
ゐ
る 。
又 、
三
沢
光
博
「『日
本
語
文
法
例
証』
か
ら
『日
本

語
文
典
』

へ
|
ホ
フ
マ
ン
の
場
合」
(
日
大
文
理
学
部
研
究
年
報
一
七 、

昭
四
四
・

三)

の
論
考
が
あ
る 。
蘭
学
関
係
書の
翻
刻に
は 、
ホ
フマ
ン
の
「日
本
語
文
典」

(
三
沢
光
博
訳 、
昭
四
四
・

六 、

明
治
容
院)

が
あ
り 、
「
蘭
例
節
用
集
(
文
化
十
二

年)」
(昭四三・一
二 、
臨川書庖)
は
京
大
言
語
学
研
究
室
蔵
本
の
写
真
複
製

で 、
鈴
木
博
氏の
解題
を
附
す 。
又
島
正
三
「
改正
増
補
和
訳
英
辞
書(護
摩
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辞
書〉」
(昭四三・
五 、
桜楓
社〉
の
複
製
が
あっ
た 。
幕
末
の
国
語
資
料と
し

て
注
目
さ
れ
る 。
又 、
古
田
東
朔
「
江
戸
時
代
ま
で
の
文
法
観|詞辞の意
識・

てに
をは・
活用」
(日
本
語の
文法一 、
昭四三・一)
は 、
上
代
か
ら
江
戸
時
代

ま
で
の
文
法
研
究の
通
観
で
あ
る 。
尚
同
書に
は 、
日
野
資
純
「
西
洋
近
代
言

語
学
と
文
法」
が
あっ
て 、
「
語
学
新
書」
か
ら
「日
本
文
法
論」
に
亘っ
て
西

洋
近
代
言
語
学
か
ら
の
影
響
を
述べ
て
ゐ
る 。
野
村
篤
司
「
鶴
峯
戊
申
『
語
学

新
書』
に
つ
い
て」
(
国語研
究室
七 、
昭四三・
五)
は 、
こ
の
筈
が
失
敗
作
で

あ
る
と
と
は
認
めつ
』
も 、
そ
れ
が
山
田
孝
雄
博
士
の
言
ふ
や
う
な
意
味
で
な

く 、
旧
来の
国
学
研
究の
文
法
範
鴎
や
西
洋
文
典の
そ
れ
を
十
分
に
理
解
し
な

か
っ
た
点
に
あ
る
と
論
じ
た
もの
で
あ
る 。

鈴
木一
彦
「
明
治
初
期の
国
文
法」
(立教
大学日
本文
学二
て
昭四三・一

二)
は 、
明
治
七
年
の
問
中
義
廉
「
小
学日
本
文
典」
と
明
治
九
年の
中
根
淑

「
日
本
文
典」
の
両
書
が 、
大
槻
文
彦に
与へ
た
影
響
を
考
察し
て
ゐ
る 。
古

聞
東
朔
「
大
槻
文
彦
伝」
(文法 、
昭四四・
五t一
二 、
六団連載 、
未完〉
は
そ

の
生
立
ち
と
言
海
を
中
心
と
す
る
学
説の
展
開
跡
を
克
明
に
追っ
て
ゐ
る 。
同

氏に
は
更に
「
堀
達
之
助
と
『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書』」(言語生活昭四三・
ニ)

が
あ
り 、
堀
達
之
助
の
生
涯
とζ
の
辞
書の
性
格
と
を
論
じ
て
ゐ
る 。

安田
喜
代
門
他
「
国
語
講
座
第一
巻」
(昭四四・一
二 、
白帝社)
は
三
宅
武

郎
「
山
田
美
妙
の
ア
ク
セ
ン
ト

観」・
佐
藤
良
雄
「
明
治
百
年の
国
文
典
に
お

け
る
西
洋
文
典の
影
響」・
安
田
喜
代
門
「
語
法
学
説
史
|品詞論中心」

(田中

義廉・大槻文彦・
関根正直等を
扱ふ)
を
収
め 、
何
れ
も
通
観
的
な
記
述
で
あ
る 。

次
に
国
語
資
料
金
般
に
つ
い
て
述べ
る 。
ζ
の
二
年
間
は 、
国
語
資
料 、
殊

に
国
語
史の
資
料
は 、
空
前の
翻
刻プ
lム

で
あっ
た 。
写
真
版
複
製 、
活
字

翻
刻 、
旧
著の
複
刻
な
ど 、
極
め
て
多
韮
に
上
る 。
写
真
技
術
が
進
歩
し
て 、

鮮
明
な
復
刻
が
提
供
さ
れる
の
は
喜
ば
しい 。

最
近の
古
書
沸
底
で 、
数
万
金

を
投
じ
て
も
中々
入
手
出
来な
か
っ
た
旧
著が 、
そ
の
数
分の一
の
価
で
購
入

出
来
る
乙
と
は
福
音
で
も
あ
る 。
たY
価
格
は
概
し
て
相
当
に
高
価
で
あ
り 、

恩
ふ
や
う
に
購
入
出
来
る
恵
ま
れた
状
態
に
あ
る
個
人
は
少い
で
あ
ら
う 。
大

学
な
ど
の
設
備
充
足の
為
に
専
門
書
を
大
量
に
購
入
す
る
傾
向
は
依
然
強い
や

う
で
あ
り 、
又
毎
年
学
窓
を
巣
立つ
若い
研
究
者
の
需
要
も
多い
と
と
が 、
か

や
う
な
プ
lム

を
商
業
主
義
が
支へ
得
る
乙
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ら
う 。
た
Y

ζ
の
際 、
望
み
た
い
の
は 、
旧
著 、
又
は
原
本の
体
裁
を
出
来
る
限
り
忠
実
に

保
存
す
る
乙
と
で
あ
る 。
誤
植
訂
正
な
ど
も 、
出
来
れ
ば
その
個
所が
明
示
さ

れ
る
ほ
ど
の
配
慮
も
欲
しい
所
で
あ
る 。
又
凸
版
本
な
ど
で 、
原
本の
文
字
が

不
鮮
明に
なっ
た
り
し
てゐ
る
もの
が
若
干
あ
る
ζ
と
は 、
遺
憾
で
あ
る 。

所
で 、
資
料
につ
い
て
の
論
は 、
国
語
学
第
七
十
六
集
(昭四
四・
三)
で

「
国
語
史
資
料
論」
の
特
集が
あ
り 、
又 、
文
学・
語
学
第
四
十八
号
(昭四

一一
了
六)
で
は
「
国
語
学の
新
領
域」
と
題
す
る
特
集
を
行っ
た 。
前
者に
は

十
篇
の
論
考 、
後
者の
中
で
は 、
資
料関
係で
は
二
篤の
論
考が
あっ
た 。
国

語
学
所
載
論
文の
中 、
亀
井
孝
「口
語
の
慣
用
の
徴
証に
つ
き
そ
の
発
掘
と

評
価」
は 、
「
言
語
史の
視
野
か
ら
個
人
の
行
為
と
し
て
の
言
語の
そ
の
契
機

で
あ
る
(個人の)
自
由
と
創
造
と
を
はっ
き
り
排
除
し
て
か
ん
が
え」
た
上

で
「
体
系」
「
規
範」
「
慣
用」
の
諸
項
を
立
て
て
実
証
例に
即
し
て
論
述
し
て

ゐ
る 。
又
岩
淵
悦
太
郎
「口
語
資
料の
国
語
史
的
価
値」
は 、
謡
曲の
伝
承
に

お
い
て
室
町
時
代
語の
反
映の
他
に
音
楽
上の
要
請
か
ら
生
じた
もの
の
あ
る

と
と
を
忘
るべ
き
で
な
い
こ
と
を
強
調
する 。
柴
田
武
「
言
語
地
理
学
資
料と

国
語
史
資
料
と
の
接
点」
は 、
糸
魚
川
地
方の
言
語
地
理
学
資
料と
中
世の
辞

書や
文
書
な
ど
国
語
史
資
料と
を
中
心
に
両
種
資
料の
関
係を
論
じ
た
もの 。

ζ
れ
に
関
する
もの
で
は
福
田
良
輔
「
方
言
と
古
文書」
(解釈と
鑑賞昭四三・
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国語学史・資料

七
臨時特舵号〉
の一
文
も
あ
る 。
他の
論
文
は
以
下
関
聯
する
箇所
で
夫々

触
れ
る
予
定
で
あ
る 。
「
文
学・
語
学」
の
特
集
号(四
八号 、
昭四三・
六)
で

は 、
大
友
信一
「
外
国
資
料
(中
国・
朝鮮)」 、
小
林
芳
規
「
訓
点
資
料・
記

録
資
料」
の
二
篇の
資
料
論
が
あ
る 。
大
友
氏の
もの
は 、
中
国
資
料・
朝
鮮

資
料
につ
い
て
の
概
説
で
あ
る
が 、
小
林
氏の
もの
は 、
春日
政
治
博
士
以
降

の
訓
点
資
料
研
究
の
展
開
を
跡
附
けつ
ヘ

宗
派
別 、
時
代
別
に
区
分を
する

小
林
氏
の
抱
懐
する
新
し
い
資
料
体
系
論
を
述べ
て
を
り 、
記
録
体
につ
い
て

は
実
例
を
挙
げつ
三

文
型・
文
体
等
の
研
究
法を
論
じ
て
ゐ
る 。

国
語
史
全
般
に
亙
る
もの
で
は 、「
図
書
総
目
録」
の
第
六
巻
が
出(昭四四・

四 、
岩波
書庖〉 、
ヒ
の
部
ま
で
了
し
て 、
あ
と一
息で
完
成
ま
で
溜
付
け
る
乙

と
に
なっ
た 。
又 、
岩
波
書
庖
編
「
日
本
古
典
文
学
大
系(
塑
扇分)
索
引」

(昭四三・
二 、
岩波
書応)
は
第
六
七
巻
か
ら
第一
O
O
巻
ま
で
に
つ
い
て
の

索
引
で 、
第一
期
分
と
併せ
て
国
文
学
作
品
全
般
に
亘っ
て
主
要
語
奨
が
検
索

さ
れ
得
る
乙
と
に
なっ
た 。
但
し
ζ
の
語
実
は
本
文
で
注
を
加へ
ら
れ
た
もの

が
中
心
の
ゃ
う
で
あ
る 。

国
文
学
関
係の
資
料
翻
刻
叢
書
類
につ
い
て 。
古
典
文
庫
は 、
第二
四
六
冊

か
ら
第二
七
O
冊
ま
で
の
二
十
五
冊
を
刊
行し
た 。
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本の

百二
十
句
本
平
家
物
語
六
冊
(加
昭
四三
・

四 、

加
昭
四
三
・

六 、

m
昭
四
三・
八 、

知
昭
四
三
・

一

O
〈
附
山
下
宏
明
解
説〉 、

制
昭
四
三
・

一

て

抑
昭
四
四
・

一
) 、

未
刊
謡
曲
集
四
冊
(
問
中允
編 、

制
十
て

昭
四三
・五 、

町
十
二 、

昭
四
三・一

二 、

加
十
三 、

昭
四
四・
四 、

捌
十
四 、

昭
四
四・
一
O)

、
な
ど
が
大
部
の
もの
で 、

乙
の
他 、

上
方
狂
言
本
四
(
問、
昭
四
三・
て

祐田
善雄・
鳥
越
文
蔵
編) 、

閑
居
友

(
加 、

昭
四一
ニ
・

二 、

永
井
義
憲
・

筑
土
曙
生
編)

、

雲
玉
和
歌
集
(
則
昭
四
三・
三 、

島
津
忠
夫
・

井
上
忠雄
編〉 、
古
浄
璃
璃
集
(加
賀
嫁
正
本)
一
(
抑
昭
四
三・
七 、

桃
山
霊
・

信
多
純
一
一

編) 、

江
戸
座
俳
詩
集
(
三
制
昭
四
三
・

九 、

四
加
昭
四
四
・

八 、

鈴
木
勝
忠
校〉 、

宝
物
集
(
九
冊
本
叫。

σN
昭
四
四
・

て

吉
岡
幸
一

・
小
泉
弘
旧制)'

秋
風
和
歌
集
(
捌
昭
四
四
・

二 、

安
井
久
善
編) 、

お
ち
く
ほ
(
尊
経
閣
文
庫
本
複
製 、

加
昭
四
四
・

三 、

加
昭
四
四
・

五) 、

黄
表
紙
集
一

(
捌
昭
四
四
・

六 、

水
野
稔
編) 、

私
衆
百
因
縁
集
(
上
部
昭
四
四
・

七 、

中
加
昭
四
四
・

九) 、

中
世
仏
教
歌
謡
集
上

(
捌
昭
四
四
・

一

て

新
聞
進
一
・

武
石
彩
夫
編) 、

衆
妙
集
(
別
昭
四
四
・

一
二 、

土
田将雄編)
が
あっ
た 。

碧
沖
洞
策
審
で
は 、
「
水
鏡
第
三
冊
」
(七七 、

昭
四
三
・

七)
「
清
水
冠
者
物

語
集」(八
0・
築瀬一
雄・
水原一 、
昭四三・
四)
「
千
代
古
道
集」
(八一
・

昭

四三・
五)
「
百
人一
首
水
無
月
抄」
(八二・
昭四三・
八)
「
百
首
集
注
(酔月

抄)」
(
八三・
昭
四
三
・

九)
「
小
倉
山
仮
庵
抄」(八
四
・

昭
四
三・
三
己

「
百一

首
和
歌
資
諮」
(八六
・

昭
四
三
・一

二)
「
源
語
研
究
資
料
集
」
(
け
ん
し
の
せ
う・

玉
栄
築
・

源
語
秘
訣
十
五
ケ
条)
(
八
七
・

築
瀬
・

伊
井
春
樹 、

昭
四
四
・

ニ
)

「
未
刊

和
歌
資
料
集
第
八
冊
」
(
八
八
・

築
瀬
・

井
上
宗
雄
・

文
弥
和
子 、

昭
四
四
・

一
)

が

あ
っ
た

。
(
無
記
名
は
築
瀬
一

雄
氏
編)

又 、
新
し
く

始っ
た
「
古
典
資
料」
(すみや
書房 、
凸版)
は
「三
国
伝
記」

三
冊

〈
国
会
図
書
館
本
・

版
本〉
(
1
昭
四
四
・

三 、

2
昭
四
四
・

三 、

3
昭
和
四
四
・

九 、

朝
倉
治
彦
解
題) 、

私
緊
百
因
縁
集
〈
版
本〉
〈
1

昭
四
四
・

六 、

2
松
本
寧
至
解

題 、

昭
四
四
・

九) 、

日
本
笠
奥
記
〈
国
会
図
書
館
本〉
(
小
泉
道
解
題 、

昭
四
四
・

一

一)
の
六
冊
を
刊
行
し
た 。

次
に
時
代
順
を
逐
っ
て 、
資
料
論 、
並
に
公
刊
さ
れ
た
資
料を
見
て
行
か

う 。
先づ
上
代
語
資
料につ
い
て 。
平
城
京・
藤
原
京
の
宮
祉
か
ら
発
銀
さ
れ

た
木
簡が 、
ζ
の一
両
年
の
話
題
の
的
で
あ
ら
う 。
乙
の
種の
資
料につ
い
て

は 、
阪
倉
篤
義
氏
が
「
国
語
史
資
料
と
し
て
の
木
簡
|藤原・

平城両宮跡出土

の
木
簡
に
つ
い
て
|」(

国
語
学七六 、

昭
四
四・
三)

に
於
て、
要
を
得
た
適
切
な

紹
介が
あ
り 、
併
せ
て
本
資
料
に
基
い
た
阪
倉
氏の
国
語
史
的
見
解が
多
く

披
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涯
さ
れ
て
居
て 、
有益
な一
文
で
あ
る 。
氏
も
言
及
さ
れ
て
ゐ
るζ
と
だ
が 、

本
資
料の
紹
介
は
平
城
京
に
つ
い
て
は 、
奈
良国
立
文
化
財
研
究
所
で
刊
行
し

た
「
平
城
宮
発
掘
調
査
報
告E」
「
同
研
究
所
年
報一
九六四I六八」
「
平
城
宮

発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
付
t

伺」
(t昭四五
・二)
に
詳
し
く 、
又
藤
原
宮

に
つ
い
て
は 、
奈
良
県
教
育
委
員
会
刊
行
の
「
藤
原
宮
跡
出
土
木
簡
概
報」

(昭四三
・三)
が
あ
る 。
但
し

右
資
料
類
は一
般
に
は
入
手
が
容
易で
な
い
憾

が
あ
ら
う 。
尚
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
で
は 、
木
簡
の
図
録
を
近
日
中
に
公

刊
す
る
計
画
が
あ
る
と
灰
聞
し
て
ゐ
る 。
又
四
四
年一
月
に
は 、
東
京
新
宿の

小
田
急
百
貨
庖
で
「
平
城
宮
展」
が
あ
り 、
実
物
が
展
示
さ
れ
た 。

白
藤
礼
幸
「上
代
言
語
資
料と
し
て
の
仏
典
注
釈
書」
(国語と
国文
学昭四

四
・一
O)
は 、
聖
徳
太
子
・
善
珠・
法
蔵
な
ど
の
諸
注
釈
を
国
語
資
料と
し

て
取
上
げた
試
み
で
あっ
て 、
従
来の
学
者の
顧
み
な
か
っ
た
新し
い
分
野
を

開
拓
し
よ
う
と
し
た
意
欲的
な
研
究
で 、
今
後
の
発
展
が
期
待
さ
れ
る 。
乙

の
他 、
井
上
光
貞
「
行
基
年
譜 、
特
に
天
平
十
三
年
記
の
研
究」(
律令国家と
貴

族社
会 、
昭四四・六)
は 、
東
大
史
料
編
纂
所
蔵
本(明治十八
年写)
の
写
真

全
文と
そ
の
成
立
の
考
証
で 、
奈
良
時
代の
文
献
を
含
む
ζ
と
を
論
じ
て
ゐ
る 。

上
代
文
献の
複
製
と
し
て
は 、
以
前
刊
行
さ
れた
道
果
本
古
事
記
(貴重図

書
複製会刊)
の
複
刊
〈昭四四・一
て
古川弘文館)
が
あ
る 。
又 、
山
田
孝

雄
・
香
取
秀
真
両
氏
の
名
著
「
古
京
遺
文」
の
複
刊
が
あっ
た 。(昭四三
・五 、

勉誠社) 。
加
藤
義
成
編
「
校
本
出
雲
国
風
土
記」(昭四三
・一
二 、
出雲国
風土

記研会究)
は
七
本
の
校
異
と
研
究
論
文
と
を
収
め
て
あ
る 。

上
代
文
献の
索
引
で
は 、
中
村
啓
信
「
日
本
書
紀
総
索
引」
の
第
四
冊
目
が

出
て
(昭四三
・二)
漢
字
語
奨
篇
が
完
成
し
た 。
六
国
史
索
引
の一
つ
で
あ
る

「日
本
書
紀
索
引」
(六
国史索引一)
(昭四四
・七 、
吉川弘文館)
と
共
に 、

有
益
な
索
引
で
あ
る 。

蜂
矢
宣
朗
「
祝
詞
読
添
訓
索
引」
ハ山辺道一
四 、
明四

一
で
七)
が
出
て 、
主
な
文
献につ
い
て
は
乙
れ
で
大
略
出
揃っ
た
観が
あ
る 。

平
安
時
代
詩
資
料の
内 、
平
仮
名関
係の
もの
で
は 、
先づ
久曲目
神
昇
氏の

大
冊
「
平
安
時
代
仮
名
書
状の
研
究」
(昭四三
・一
O 、
風間
書房)
が
あ
る 。

本
書
は 、
「
諮
悌
菩
薩
釈
義
紙
背
文
書」
「
文
泉
抄
紙
背
文
書」
等 、
本
書
で
初

め
て
内
容の
紹
介
さ
れ
た
文
献
も
あ
り 、
国
語
史上
重
要
な一
等
資
料が
多
数

収
め
ら
れ
て
ゐ
る 。
本
書
は
文
学
史的
観
点
か
ら
の
研
究
と
一越
は
れ
て
ゐ
て 、

国
語
史
学の
面
か
ら
見
れ
ば
説
残
さ
れ
た
問
題
も
多い
と
恩
ふ
が 、
平
安
語
研

究
に
と
っ
て
は
有
用
な
書
で
あ
ら
う 。
築
島
裕
「
平
安
時
代
語
新
論」
に
も

「
略
明
大
日
如
来
不
動
明王
住
火
生
立
成
大
威
怒
法」
紙
背
和
歌 、
古
和
讃
集

等
の
新
資
料の
紹
介が
あ
る 。

平
安
時
代
文
学
作
品
の
古
写
本の
翻
刻 、
索
引
の
類は 、
極め
て
多
数
の
も

の
が
刊
行
さ
れた 。
以
前
の
翻
刻の
類
で
は 、
「
読
者の
便」
を
計っ
て 、
原

本
の
仮
名
遣
を
勝
手に
歴
史
的
仮
名
遣に
変
更
す
るζ
と
が
多
かっ
た
が 、
近

年
原
本
通
りの
文
字
選
で
翻
刻し 、
国
語
史
料と
し
て
堪へ
ら
れ
る
や
う
な
形

で
提
供
さ
れ
る
場
合
が
多
く
な
っ
た
の
は 、
喜
ば
し
い
乙
と
で
あ
る 。
中
世の

写
本
で
あっ
て
も 、
仮
名
遣
が
定
家
仮
名
遣
と
合ふ
か
否
か 、
漢
字の
宛
字の

状
態
が
ど
う
か 、
朱
点
な
ど
の
声
点の
位置
が
ど
うか
な
ど
は 、
国
語
史・
国

語
学
史
の
上
か
ら
重
要な
資
料に
な
るわ
け
で
以
前の
翻
刻
に
は 、
か
や
う
な

役
に
立た
な
い
もの
が
多
かっ
た
わ
け
で
あ
る 。

先づ
和
歌
関
係の
内 、
勅
撰
集
で
は
久
的百
神
昇
・
深
谷
礼
子
「
後
撰
和
歌
集

(雲州
本)
と
研
究」
(昭四三
・二 、
未刊国文資
料刊
行会)
と
ノ
l
ト

ル
ダム

清
心
女
子
大
学
蔵
・
黒川
家
旧
蔵
本
「
後
撰
和
歌
集」
(昭四四・=一
同大
学古典

叢書 、
杉谷寿郎解説)
と
が
あ
り 、
久
保
田
淳
・
松
野
陽一
「
千
載
和
歌
集」

ハ国
会図書館本 、
昭四四・九 、
笠間書院)
が
あっ
た 。

文 、
私
家
集
で
は
片
桐
洋一
・ひ
め
まつ
の
会
「
紀
貫
之
全
歌
集
総
索
引」
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国 語学史 ・ 資 料
八昭
四三・
八、
大
学
堂書庖V
が
あ
るか
又 、
宮
内
庁
書
陵
部一
編
「
図
書
寮
援

刊

古
今
和
歌ムハ
帖
上
下」
(
上
巻 、
昭四ニ・
三 、
下
巻昭
四
四・
三 、
養
徳社)

は
桂
宮
本
を
底
本
と
し 、

主
要
な
現
存
諸
本
を
対
校
し
た
もの
で
あ
る 。
更
に

又 、
福
井
照
之
「
山口
図
書
館
蔵「
今
井
似
関
本
和
泉
式
部
家
集」
解
題
及
び
翻

刻」
(
山
口
大教
育
学部
研究
論
叢一
七ノ
て

昭四
三・
三)
や
島
田
良二・
神
作

光一
「
校
注
曽
禰
好
忠

家
集
|
付・
曽
丹
集
摘
草
|」
ハ昭四三・
六 、
桜楓
社)
が

あ
る 。
「
解
釈」
に
は
島
田
良二
「
曽
禰
好
忠
家
集
(
曽
丹
集〉
全
釈」
の
連
載

が
あ
り 、

呉
氏
蔵
本
を
底
本
と
し
諸
本
を
校
合
し
た
本
文を
載
せ
る(昭
四三
・

七 、
昭
四三
・八 、
昭
四三・一
O 、
昭四三・一一 、
昭
四
四・
二 、
昭四四・
四 、

昭
四
四・
八三
井
狩
正
司
「
建
礼
門
院
右
京
大
夫
集
校
本
及
び
総
索
引」

(昭四
四・
九 、
笠
間書院)
は 、
前
著
の
増
訂
で
あ
る 。
新
典
社
刊の
書
陵
部
蔵

の
御
所
本
三
十
六
人
集〈
橋本
不
美
男
編 、
昭四五
・一
t

)
全
三
十
六
巻
の
複

製
も
刊
行
中
で
あ
る 。
又 、
玉
上
琢
弥
「
西
本
願
寺
本
「
斎
室
女
御
集」
歌
句

索
引」
(
女子大
文
学二
O 、
昭
四
四・
二)
も
あっ
た 。
同
集
の
五
句
索
引
で
あ

る 。
松
野
陽一
校
・
松
野ゼ
ミ
ナ
ー
ル
「
今
撰
和
歌
集
|

校本と
資
料
|」
は
神

宮
文
庫
本
を
底
本
と
し
た
校
本 。

物
語
類
で
は 、
竹
取
物
語
で
は 、
中
田
剛
直
編
「
古
本
竹
取
物
語」(昭四三・

二、
大
修館
書庖)
が
あ
り 、

伊
勢
物
語
で
は
「
通
具
本
伊
勢
物
語」
の
複
製

(昭
四三・
五 、
築地
書館) 、
片
桐
注一
「
伊
勢
物
語の
研
究(
資料篤)」〈昭四

四・
て
明
治書院)
が
あ
り 、
後
者
は
業
平
集
の
諸
本
と
伊
勢
物
語
古
注
釈
類

を
収
め
て
ゐ
る 。
大
和
物
語
に
は
高
橋
正
治
「
大
和
物
語の
研
究

耕
一錦上」

〈昭四四・
四私家版 、
東京教育
大学附属図
書館
蔵本の
写真版をも収載)
の
労

作
を
見
る 。
筆
物
語
で
は 、
愛
媛
大
学
国
語
国
文
学
会
国
語
学
部
会
「
筆
物
語

総
索
引」(愛大別冊三 、
昭四四
・一
O)
が
出
て
曽
田
氏
の
もの
に
次
ぎ
第二

番
目の
索
引
を
得た 。

「
平
中
物
語」
は
総
索
引
が
二
種
出
たか
一
つ
は
営
団
文
雄
「
平
中
物
語
総

索
引」
で 、
日
本
古
典
全
書
本
を
底
本
とし
た
もの(
昭四三・
二 、
初音
書房) 。

他
の一
つ
は 、
山
田
巌・
水
野
清・
山
内
潤三・
木
村
展

「
平
中
物
語本
文と

索引」(昭四四・
七 、
洛文堂)
で
あっ
て 、
静
嘉
堂
文
庫
本
の
複
製
を
添へ 、
諸

注
釈
書
の
翻
字の
集
成
な
ど
ま
で
加へ
た
大
冊
で
あ
る 。
宇
津
保
物
語
で
は 、

角
川文
庫
で
静
嘉
堂
文
庫
蔵
浜
田
本
を
底
本
と
し
た
原
田
芳
起
氏
の
校
注
本
が

あっ
た
(上 、
俊蔭
|吹上

下 、
昭四四・
三 、
角川
舎庖) 。
落
箆
物
語
に
は
古
典

文
庫
で
尊
経
閣
本の
複
製〈
前
述)
が
あっ
た 。

源
氏
物
語
につ
い
て
は 、
新
典
社
か
ら
書
陵
部
蔵
本
の
青
表
紙
本
源
氏
物
語

(
山
岸
徳
平
・

今
井
源
術
監
修、

諸
氏
解
説)

が
四
十
三
年
二
月
か
ら
毎
月
刊
行
中

で
四
十
四
年
十二
月
現
在
竹
河
巻
ま
で
を
了
した 。
又 、
日
本
大
学
図
書
館
蔵

本
の
源
氏
物
語
の
桐
盗
巻・
若
紫
巻の
複
製
も
出
た
(
鈴木知太郎解説 、
昭四

一一一・
五 、
昭四四・
四 、
笠
間書院) 。
玉上
琢
弥
「
源
氏
物
語

畝
一捌
鰍
明」
(源氏物

語解釈別巻二)
(昭四四・
八 、
角川書庖)
は
新
し
い
内
容・
体
裁
の
試
み
と

し
て
注
目
すべ
き
索
引
で
あ
る 。
乙
の
他 、
堤
中
納
言
物
語で
は
書
陵
部
蔵
本

「
堤
中
納
言」
(池田利
夫解説 、
昭四三・
四 、
笠間容院) 、
と
り
かへ
ば
や
物

語
で
は
鈴
木
弘
道「
俊
明
本
と
り
かへ
ば
や」
(昭四四・
五 、
む
さ
し
書房)
が

あっ
た 。

日
記
随
筆
類
で
は 、
先づ
土
左日
記
で
は 、
日
本
大
学
図
書
館
蔵
本
「
土
左

日
記」
が
鈴
木
知
太
郎
氏の
解
説
付
で
後
製
さ
れ
た(昭四四・
図 、
笠間書院〉 。

乙
の
本
は
去
る
四
十二
年
七
月
に
も
索
引
の
本
文
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
もの
で

あ
る
(日大
文理
学部国文学研究室 、
桜楓
社) 。
婿
蛤日
記
で
は 、
図
書
寮
本

が
上
村
悦
子
氏の
解
説
を
附
し
て
凸
版
複
製
さ
れ(昭四四・
四 、
笠間書院) 、
又

多
和
文
庫
本
が
佐
藤
高
明
氏
に
よ
っ
て
翻
刻
さ
れ
た
(阿讃諸文庫国文
学翻刻

叢
害
第
十一
集 、
昭四三・
て
私家版 、
本文
机究を附
す〉 。
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枕
冊
子
で
は 、
田
中
重
太
郎
「
校
本
枕
冊
子
総
索
引
第
I
部」
〈昭四四・一

0 、
古
典文庫)
が
注
目
さ
れ
る 。
先
年
刊
行
の
本
文
筋に
応
ず
る
大
冊
で
あ

っ
て 、
昭
和
四
十二
年
十一
月
刊
行
の 、
松
村
博
司
監
修 、
榊
原
邦
彦・
武
山

隆
昭・
塚
原
清・
藤
掛
和
美
編
「
枕
草
子
総
索
引」
(右京書院 、
底
本は朝日古

典全書〉
に
続
き
第二
の
枕
冊
子
総
索
引
を
得
た 。
因に
後
者
に
つ
い
て
は 、

最
近
そ
の
補
訂一
覧
が
刊
行
さ
れ
た 。

紫
式
部
日
記
で
は 、
先
年
刊
行の
もの
に
本
文
を
附し
増
訂
し
た
佐
伯
梅
友

「
紫
式
部日
記
用
語
索
引」
(昭四一ニ・
二 、
厳南堂
書庖)
が
出
た 。
讃
岐
典

侍日
記
で
は
今
小
路
覚
端・
三
谷
幸
子
「
校
本
讃
岐
典
侍
日
記」
(昭四二・一

二 、
初音響房)
が
あ
り 、
本
文・
総
索
引
並
に
今
小
路
氏
所
蔵
本
の
写
真
複

製
が
収
め
ら
れ
て
ゐ
る 。
又
と
の
物
語
につ
い
て
は
石
井
文
夫
氏の
「
讃
岐
典

侍
日
記
用
語
索
引」
(
宇
都
宮
大
学
教
育
学
部
紀
要)
が
あ
り 、
第
ω
回(一
八

/
て
昭四三・一
二〉
ま
で
刊
行
さ
れ
た 。

仮
名
文
献
資
料に
関
し
て
小
松
茂
美
氏
の
つ
古
筆d
の
方
法」
(国語学七

六 、
昭四四・
三)
が
あ
る 。
氏に
よ
る
「
古
筆
通
論」
で
あっ
て 、
鳥
敵
的
に

よ
く

組
め
ら
れ
て
居
り 、
啓
発
さ
れ
る
所
が
多
い 。
小
松
氏の
著
「
か
な」

(昭四三・
五 、
岩
波新脅)
に
も 、
新
出
の
資
料
を
も
多
く

用
ゐ
で
あ
る 。
伝

藤
原
行
成
筆
本
「
倭
漢
朗
詠
集」
(三
冊 、
昭四三・
三 、
雄山閣出版)
は
尾
上

柴
舟・
大
石
隆
子
解
説
を
附
し
たコ
ロ
タ
イ
プ
複
製
本
で
あ
る 。

平
安
時
代
語
資
料の
内 、
訓
点
資
料の
面
で
は 、
大
坪
併
治・
中
国
祝
夫
両

氏の
大
著が
相
次
い
で
刊
行
さ
れ
た 。
前
者
は
「
訓
点
資
料の
研
究」(昭四三・

六 、
風間書房)
で 、
高
野
山
龍
光
悦
蔵
本
「
妙
法
蓮
華
経」
七
巻
(巻第三欠)

と
天
理
図
書
館
並
に
京
都
国
立
博
物
館
所
蔵
の
「
南
海
容
帰
内
法
伝」
三
巻

(巻第三
欠 、
巻
第四は
断簡)
(共に
平安後期加点
本)
の
全
文
の
写
真
と
訳
読

文 、
更
に
そ
れ
らの
訓
点
に
つ
い
て
の
国
語
学
的
研
究
を
併
載
し
た
もの 。
後

者
は
「
東
大
寺
謁
請
文
稿の
国
語
学
的
研
究」(昭和四四・
六 、
風間書房)
で 、

標
記
の
資
料に
加
へ
て
知
恩
院
蔵
本の
「
大
唐三
蔵
玄
弊
法
師
表
啓」
古
点

〈平安初期〉
並
に
正
倉
院
聖
語
蔵
本の
「
大
乗
大
築
地
蔵
十
輸
経」
元
慶
元

年(八八三)
訓
点(二
巻〉
を
加へ
た
もの
で 、
東
大
寺譲
論
文
稿
の
書
誌
的・

仏
教
史
的
並
に
国
語
史
的
研
究が
併
掛制
さ
れ
て
ゐ
る 。
と
れ
らの
内に
は
複
製

本
既
刊
の
も
の 、
紀
要
等
に
既
発
表の
論
文に
手を
加へ
ら
れ
た
もの
も
あ
る

が 、
大
坪
氏の
著
書
の
訳
文の
全
部
と 、
識
調
文
稿
の
訳
文
と
は
何
れ
も
今
回

始め
て
学
界
に
公
に
さ
れ
た
も
の
で
あ
る 。
一
般
の
研
究
者に
は
容
易
に
接
し

難い
文
献の
全
貌が
公
開
さ
れ
る
こ
と
は
学
界の
慶
事
だ
が 、
ζ
れ
で
研
究
完

了
とい
ふ
も
の
で
は
な
く 、
こ
れ
らの
刊
行
を
機
縁
とし
て
今
後
更
に
後
進の

研
究
が
積
上
げ
ら
るべ
き
もの
と
思ふ 。
中
田
氏
の
誤
認
文
稿
の
研
究
は出
色

の
もの
で 、
従ふ
べ
き
新
見
に
富
ん
で
ゐ
る 。
たY
両
書
共 、
資
料
文
献
が
雑

然
と
取A口
は
さ
れ
て
ゐ
る
とい
ふ
憾
無
し
と
し
な
い 。
築
島
裕
「
平
安
時
代
語

新
論」(昭四四・
六 、
東大出版会)
は 、
そ
の
前
半
で
ヲコ
ト

点の
体
系
につ

き
二
三
の
見
解
を
示
し 、

若
干の
新
資
料の
紹
介
を
試
み
て
ゐ
る 。

訓
点
資
料の
翻
刻
研
究
を
眼
目
と
す
る
訓
点
語
学
会の
雑
誌
「
訓
点
語
と
訓

点
資
料」
は 、
第
三
十
七
椅(昭四三・一一〉 、
第
三
十
八
輯(昭四三・
九) 、

第
三
十
九
輯
(昭四三・一
O) 、
第
四
十
輯
〈昭四四・
六) 、
並
に
別
刊
第
四

(昭四三・一
二)
の
五
冊
が
刊
行
さ
れ
た 。
乙
の
内 、
第
三
十
七
輯
は
小
泉
道

氏
の
「
日
本
霊
異
記
諸
本
訓
釈
索
引」
で
あ
り 、
興
福
寺
本・
冥
福
寺本・
前

国
家
本・
三
昧
院
本
巴旦つ
て
の
和
訓・
注
記・
漢
字
の
索
引で 、
従
来
の
諸

索
引
の
解
説
を
附し
て
を
り 、
克
明
な
も
の
で
あ
る 。
又
第
三
十
九
絹
は
全
輯

井
上
親
雄
氏
K
よ
る
広
島
大
学
蔵
八
字
文
殊
儀
軌の
永
暦二
年
三
二ハ一)

の
加
点
の
全
文
の
翻
刻並
に
訳
読
で
あ
る 。
丹
念
な
労
作
だ
が 、
欲
を一吉田へ
ば

国
語
学
的
な
研
究の
概
略
を
添へ
て
欲
し
かっ
た
所
で
あ
る 。
又
別
刊
第
四
は
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門
前
正
彦
氏の
「
牡
琳
妙
法
蓮
華
経
古
点
」

全
文
の
訓
下
し
並
に
国
語
学
的
研

究
で
あ
る 。
立
本
寺
蔵
本
妙
法
蓮
華
経
六
巻
(
巻第二 、六
欠)
に
観
普
賢
経
を

加へ
た
計
七
巻
で
あっ
て、
寛
治
元
年
〈一
O
八六)
及
び
承
徳
三
年
(一
O
九

九)
に
興
福
寺
僧
経
朝の
加
点
し
た
白
点
と 、
更に
加へ
ら
れ
た
量
点
と
を
取

上
げて
ゐ
る 。
し
か
し
岡
本
に
併せ
加
点
さ
れ
て
ゐ
る
明
詮
点
(朱点 、
平安

初期点を移点したもの)
を
割
愛
し
た
の
は
如
何に
も
惜
し
い 。
著
者の
計
画

通
り 、
続
刊
を
期
待
し
た
い 。
解
説
篇
で
は 、
他
の
法
華
経
点
本
と
の
訓
法
の

比
絞 、
国
語
史
上
の
位
置
等
につ
き 、
も
う
少
し
掘
下
げ
ら
れ
で
あ
れ
ば
と
惜

し
ま
れ
る 。
乙
の
他
本
誌
所
載の
資
料に
は 、
第三
十
八
嶋
に
東
辻
保
和
氏
の

「
南
五
阿
禰
陀
悌
作
善
集
に
つ
い
て
」
(
原
本
は
東
大
史
料
編
纂
所
蔵、

全
文
の
翻

刻、

和
訓
索
引
・

漢
字
索
引
並
に
調
査
報
告
を
附
す)

が
あ
り、

周
到
な
稿
で
傍
証

も
豊
富
で
あ
る 。

阿
部
隆一
「
古
文
孝
経
旧
紗
本の
研
究
(
資料鰐)」
(斯道文
庫論集第六輯 、

昭
四
三・
三)
は、
極
め
て
多
数
の
孝
経
の
古
紗
本
を
渉
猟
集
録
し
た
もの
で
漢

文
の
本
文の
み
な
ら
ず 、
訓
読
文
を
も
詳
し
く

翻
刻し 、
考
異を
加へ
た
千
余

頁の
大
冊で
あ
る 。
孝
経
訓
読
史
上
逸
すべ
か
ら
ざ
る
重
要
資
料
で
あ
る 。

又 、
訓
点
関
係の
旧
著
複
刊
も
数
多い 。
殊
K
勉
誠
社の
国
語
学
研
究
資
料

叢
刊
で 、
大
矢
透
「
仮
名
遺
及
仮
名
字
体
沿
革
史
料」
(
成
実
論
天
長
点・
願
経四

分
律
古
点、

地
蔵
十
輸
経
元
自民
点
を
加
へ
、

更
に
中
問
視
夫
氏
の
解
説、

峯
岸
明
氏
の
仮

名
索
引
を
附
し
て
全
一

冊
と
す、

昭
四
四
・
九〉

及
び
春
日
政
治
「
刊
一献
金
光
明
最
勝

王
経
古
点
の
国
語
学
的
研
究」
(も
と三
冊
を一
冊
に
合
す、

昭四四・
九)
の
二

大
名
著の
再
刊
を
得
た
の
は 、
学
界
の
慶
事
で
あ
る 。

片
仮
名
関
係
で
は
中
田
祝
夫
「
醍
醐
寺
五
重
塔
片
仮
名
落
書
の
読
解
」
(
言

語
と
文
芸
五
八、
昭四三・
五)
が
あ
る 。
三
首の
片
仮
名
書
和
歌の
新
し
い
解

読
を
試
み
た
もの
で
あ
る 。
又
同
「
極
楽
願
往
生
歌l院政時代謡
史料影印と

穆文l」(国語展望二三 、
昭四四・一
O)
は 、
康
治
元
年(一一
四一一)
の
片

仮
名和
歌の
写
真
並
に
解
説
で 、
従
来
著
名
な
資
料
で
あ
り
なが
ら一
般
に
見

に
く
か
っ
た
もの
を
収
め 、
解
設
に
も
新
見
が
見
え
て
ゐ
る 。
尚 、
大
矢
透「立日

図
及
手
習
詞
歌
考」(
原版大正
七年)
の
複
刻が
あ
り 、
同
氏の「
仮
名の
研
究」

を
加へ 、
中
田
祝
夫
氏
の
解
説
を
添へ
で
あ
る
(昭四四・
二 、
勉誠
社) 。

古
辞
書
関
係
で
は 、
先づ
京
都
大
学国
語
学国
文
学
研
究
室
編の
「
新
撰
字

鏡増
訂版」
(昭四二・一
二 、
臨川
容庖)
が
あ
る 。
戦
時
中
出
版
さ
れ
た
天
治

本の
分に 、
享
和
本・
群
書
類
従
本
を
加へ 、
阪
倉
篤
義
氏の
解
説
を
附し
て

刊
行
し
た
も
の
で
あ
る
。

同
編
「
鮪
献
倭
名
類
衆
抄
」
(
本
文
篇
は
昭
四
三
・
七、

索

引
編
は
昭四三・
九、

臨
川
書
庖)
も
続い
て
刊
行
さ
れ
た 。
本
文
篇
は 、
築
注

本・
真
福
寺
本・
道
円
本・
高
山
寺本
を
集
録
し 、
索
引
篇
に
は 、
仮
名
索

引・
地
名
索
引・
地
名
漢
字
索
引・
解
説(阪
倉氏執筆)・
築
注
倭
名
類
衆
抄
校

議
異
体
字
鉾・
楊
守
敬
刊
本の
本
文
を
収
録
す
る 。
高
山
寺
本の
朱
点の
声
点

が
少々
見づ
らい
と
い
ふ
や
う
な
難
点
も
あ
る
が 、
乙
の
二
大
古
辞
書の
諸
本

が
見
易い
形
で
組
め
ら
れ
た
乙
と
は 、
近
年
版
本
は
も
とよ
り
戦
時
中の
刊
行

物
も
入
手
困
難
と
な
っ
て
ゐ
た
現
状
で 、
研
究
者の
渇
を
医
す
もの
で
あ
る 。

図
書
察
本
類
表
名
義
抄
の
再
刊
も
特
筆
すべ
き
で
あ
ら
う 。(昭四四・一
二 、

勉誠社)
戦
後
間
も
な
くコ
ロ
タ
イ
プ
版
で
刊
行
さ
れ
た
が 、
今
回
の
は
原
ネ

ガ
か
ら
再
焼
付
し
た
鮮
明
なコ
ロ
タ
イ
プ
版で 、
原
解
説に
加へ
て
橋
本
不
美

男
氏
の
出
典
索
引(害陵部紀要一
号所
掲の
再録)
と
築
島
の
解
説(新稿)
を

添へ
で
あ
る 。

色
業
字
類
抄の
漢
字
索
引
は、
島
問
友
啓
氏の
古
字
書
索
引
叢
刊
で
よ
っ
て、

同(昭四三・一
弓
鈎
(昭
間三・
七) 、
肘
(昭四四・
五) 、
帥(昭四四・一一〉

の
四
冊
が
続
刊
さ
れ
た 。
三
巻
本
を
基
と
し

十
巻
本
と
の
校
異
を
併
記
し
た
労

作
で 、
完
成
が
期
待
さ
れ
る 。
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中
世の
辞
書
類の
複
製
も
極
め
て
多
かっ
た 。
先づ
鎌
倉
時
代
の
本
草
辞
書

「
本
草
色
葉
抄」
(
内閣文庫蔵本〉
が 、
石
原
明
「
本
草
色
葉
抄
解
題」
と
山

田
忠
雄
「
国
語
学
的
に
見
た
本
草
色
葉
抄」
の
二
詳
論
を
添へ
て
写
実
版
で
複

製
さ
れ
た
(昭四三・
三 、
内閣文庫)。

次
に
浜
田
教・
佐
竹
昭
広
編
「
慶
添
塩
袈
紗・
塩
褒
紗」
(昭四
三・
三 、
臨

川
容庖)
は 、
前
者
は
天
文
元
年(一
五三一)
成
立 、
無
刊
記
二
十
巻
本
に
よ

り 、
後
者
は
文
安二
(一
四四五)・
三
年
行
誉
編 、
正
保
三
年
刊
本
に
よ
る 。

笹
川
祥
生
氏
解題 。
山
田
忠
雄
監
修・
解
説
「
元
和三
年
板
下
学
集」
(昭四

=一・
三 、
新生社)
は
元
和
板
の
内
で
も
最
善
本
と
考
へ
ら
れ
る
湯
本
本
に
よ

り 、
古
写
本
と
の
詳
密
な
比
較
研
究
が
為
さ
れ
て
ゐ
る 。
近
世
文
学
史
研
究
の

会
「
増
補
下
学
集」
上
下
二
冊(上昭四二・
二 、
下昭四三・
三 、
文化書房博

文
社)
は
下
学
集の
板
本の
凸
板
複
製
で
あ
る 。
「
航
鳩
に年
連
歩
色
葉
集」(昭

四四・一
二 、
京大
国語学国文
学研究室)
は 、
安
田
章
氏の
詳
細
な
解題
を
附

し
て
ゐ
る 。

「
古
本
節
用
集
六
種
研
究
並
び
に
総
合
索
引」(昭四三・
四 、
風
間書房〉
は 、

中
田
祝
夫
著 、一角
橋
圭
三・
根
上
剛
士・
藤
本二
朗・
北
原
保
雄
諸
氏の
協
力

に
成
る 。
伊
京
集・
明
応
本・
天
正
十
八
年
本・
銀
頭
屋
本・
黒
本
本・
易
林

本の
総-語
業
索
引
で 、
天正
十
八
年
本
を
除
く

本
文(写真版)
も
併
載
さ
れ 、

極
め
て
便
益
の
大
き
い
索
引
で
あ
る 。
尚
亀
井
孝
「
五
本
対
照
改
編
節
用
集」

は
第
九
冊(昭四三・
四)
ま
で
出
て
フ
の
部
に
達
し
た 。

「
正
宗
文
庫
本
節
用
集」(昭四三・
二 、
ノートル
ダム
清心
女子
大
学国文研究

室 、
古
典叢警刊
行会)
は 、
他に
例の
少い
伊
勢
本の
複
製
と
し
て
有
用
な
もの

で 、
正
宗
甫一
・

室
山
敏
昭
両
氏の
解
題
は
節
用
集の
他本
と
比
較
し
た
克
明

な
もの
で
あ
る 。
別
に
小
坂
浩
子
氏
編の
「
正
宗
文
庫
本
節
用
策
案
引」(昭
国

三・
八)
が
右
刊
行
会
か
ら
刊
行
さ
れ
た 。
又
渡
辺
綱
也
「
文
明
本
節
用
集
音

訓
索
引」
〈人文科
学研
究三七 、
昭四四・
八)
は
解
題
及び
ア
の
部の
始の
部

分
だ
け
で
あ
る
が 、
日
野
英
子
氏の
努
力に
よ
る
所
が
多
い
由
で
あ
る 。
尚 、

往
年
の
名
著 、
上
回
万
年・
橋
本
進士口
「
古
本
節
用
集
の
研
究」
が
復
刊
さ
れ

た
(昭四四・一 、
勉談
社)
の
も
注
意
さ
れ
る 。

連
歌
辞
書「
和
歌
集
心
株
抄
抽
肝
婆」(京都大
学般本 、
掘部正二
解説 、
烏津

忠夫補注 、
昭四四・
六 、
臨川
官官庖)
は 、
ζ
の
種の
文
献
と
し
て
は
極
め
て
珍
し

い
もの
で 、
国
語
史
上
も
重
要な
資
料
で
あ
る 。
乙
の
他
荒
尾
禎
秀「「
雑
字
類

編」
に
就い
て」(国語国文
学〈
東京学芸大〉
四 、
昭四四・
七)
の
稿
が
あ
る 。

尚
音
義
で
は 、
東
京
大
学
国
語
研
究
室
蔵
本の
「
法
華
経
音
義
(明覚三蔵

流
こ
の
写
真
複
製
が
国
語
研
究
室
第
七
号
(昭四三・
五〉
に
掲
載
さ
れ 、
築

島
の
解
説
を
附し
て
あ
る 。
印
刷
の
関
係で
不
鮮
明
な
箇
処
が
多
く 、

又
原
本

も
不
完
本
で
あ
る
が 、
従
来
全
く

学
界
に
知
ら
れ
て
ゐ
な
かっ
た
種
類の
室
町

時
代
末
頃の
写
本
で
あ
り 、
九
条
本
法
華
経
音
等
と
の
関
係が
深
く 、
日
本
字

音
学
史
上
か
ら
も
注
目
すべ
き
文
献で
あ
る 。
又
兜
木
正
亨
「
金
沢
文
庫本の

法
華
経
読
様」
(金沢文庫研究一
四/二 、
昭四三・
ゴ
己
に
は 、
元
亨二
年

(一一ニ二二)
天
台
僧
源
山
書
写の
「
法
華
経
読
様」
の
解
説
と
そ
の
全
文
の

翻
刻が
あ
り 、
天
台
宗
檀
那
流
の
伝
書で
あ
ら
う
と
論
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る 。
法
華

経
の
読
法
に
関
す
る
覚
書
で
あ
る
が 、
明
覚・
寛
印・
中
算な
ど
の
引
用
あ

り 、
法
華
経
訓
法
及び
法
華
経
音
義
研
究
上
重
要
な
文
献
で
あ
る 。
山田
塗
徹

「
天
理
本
「
法
華
経
音
義」
につ
い
て」
(日
本大学人文科
学研究所研究紀要

一一 、
昭四回・
三)
は 、
心
空立日
義の一
類た
る
天
理
本
を
版
本
と
比
較
し
て

そ
の
問
の
異
同
を
詳
細
に
調
査
し 、
築
島の
前
説
を
批
正
し
て
ゐ
る 。

中
位の
聞
書
類の
籾
刻で
は 、
先づ
金
沢
文
庫
蔵
本の「
解
脱
門
義
聴
集
記」

(金沢文庫研究紀要四 、
昭四二・一ニ)
を
挙
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 。
乙
の
文

献
は
明
恵
三一
七三|一
二
三二)
の
講
義
を
そ
の一角
弟一両
信
が
編
述
し
た
聞
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国語学史・資料

書で w
と
の
写
本
は
鎌
倉
末
期の
写
本
で
あ
る
が 、
片
仮
名
交
り
文
で 、
当
時

の
俗
語
と
思
は
れ
る
要
索
を
多
く

含
む
以
上 、
朱
筆
の
声
点
を
加へ
た
多
数の

語
葉
が
あっ
て 、
国
語
史
上
重
要
な
資
料で
あ
る 。
納
富
常
天
氏
の
周
到
な
翻

刻
と
解
説
と
が
存
す
る 。
又
太
田
次
男
「
真
福
寺
蔵
新
楽
府
注
と
鎌
倉
時
代
の

文
集
受
容
に
つ
い
て」
(
斯
道文
庫
論
集七 、
昭四
四・
一

O)
は
片
仮
名
交
り
文

の
鎌
倉
時
代
語
資
料
と
し
て
も
注
目
すべ
きと
の
文
献
の
全
文
を
翻
印
研
究
し

た
も
の
で
あ
る 。

抄
物
関
係の
論
で
は 、
先づ
土
井
洋一
「
抄
物
の
資
料
的
性
格」
(国語学七

六 、
昭四
四・一ニ〉
が
注
目
さ
れ
る 。
抄
物
とい
ふ
文
献が 、
儒
家・
禅
家
の
講

述
の
問
書
で
あ
り 、
そ
れ
は
聞
取っ
た
事
柄
を
正
確
に
書
留め
る
点
に
眼
目
が

あっ
た
と
い
ふ
事
実
に
注
目
し
て 、
そ
の
口
語
性・
文
語
性
及
び
更
に
細
か
く

国
語
史
料の
諸
方
面に
亘っ
て
周
到
な
検
討
を
加へ
た
好
論で
あ
る 。
大
塚
光

信
「
詩
学
大
成
抄
と乙
と
ば」(国語国文 、
昭
四三・
九)
は 、
本
書
を
音
便
・
敬

語
法
等
の
商
か
ら
取
上
げつ
つ 、
本
文
献の
資
料
的
位
置
づ
け
を
試
み
て
を

り 、
柳
田
征
司
氏
も
同
じ
文
献
を
取
扱っ
て
右
と
同
号に「
市
立
米
沢
図
書
館
蔵

「
詩
学
大
成
抄」(「
詩
淵一
滴」〉
に
就
い
て」
の一
文
を
物
し 、
諸
本
を
渉
猟
し

て 、
毛
直
方
編
「
詩
学
大
成」
に
近
い
本
を
原
拠
と
し
て 、
相
国
寺
九
十
世
惟
高

妙
安が
天
文
十八
年
前
後
編
し
た
「
詩
測一
滴」
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明

に
し
た
労
作で
あ
る 。
同
氏
に
は
又
「
清
原
宣
賢
自
筆
「
三
略
秘
抄」
の
本
文

の
性
格
に
就
て」
(国語学七五 、
昭四三・一
二)
及び
「
僧
の
手
に
な
る一
系

統
の「三
略
抄」
(服部謙太郎氏蔵本
其他〉
に
就
て」
(安田女子大
学紀要二 、

昭四三・
一
二)
の
二
篇
が
あ
る 。
前
者
は
宣
賢の
抄
が
中
国の
注
釈
書や
先
行

の
良
賢
抄
を
依
拠
と
し
て
ゐ
る
乙
と
を
明
に
し
て 、
乙
の
文
献
を
単
純
に
安
易

に
国
語
資
料
と
し
て
扱ふ
ζ
と
を
警
告
し 、
問
書の
源
た
る
手
控
の
言
語
の
性

格 、
講
義
の
単
な
る
記
録
で
な
く 、
聴
講
者
の
増
補が
加へ
ら
れ
る
と
と
の
あ

る
乙
と
を
論
じ
た
もの 、
後
者
は 、
同
じ

三
略
の
抄で
あ
り
な
が
ら 、
清
家
抄

に
は
漢
文
訓
読
調
が
強い
の
に
対
し
て 、
僧
家の
もの
は
複
雑な
性
格を
有
す

る
ζ
と
を
明
に
し
た
も
の
で
あ
る 。
総
じ
て
近
来の
抄
物の
性
格
究
明
の
研
究

は
位
相
論
的
観
点の
導
入
な
ど
に
よ
っ
て
格
段の
発
展
を
遂
げた
と
見
るべ

く 、
抄
物
研
究
も
新
段
階に
入っ
た
観
を
深
う
す
る
も
の
で
あ
る 。

坂
詰
カ
治
「
国
語
資
料と
し
て
の
書
陵
部
蔵
『
魯
論
抄』
|本文の

考察を中

心に
|」

(文
学
論
潔四
O 、
昭
四三
・

士
乙
が
あ
る。
本
資
料が
前
半
と
後
半

で
異
質
的で
あ
る
ζ
とを
論
じ
た
も
の 。
同
「
国
語
資
料と
し
て
の
抄
物
|容

陵
銘
蔵
『
魯
論
抄』

を
め
ぐ
っ
て」
(
東
洋
大
学
大
学
院
紀
要
六 、

昭
四
四
・

三〉

は 、

同
資
料に
お
け
る
音
便・
動
詞・
副
詞・
助
動
詞・
助
詞・
敬
語
な
ど
につ
き

問
題
点
を
指
摘
し
て
ゐ
る 。
金
回
弘
「
朝一
脚
碧
巌
宮
沢
抄」
につ
い
て
|特に

洞

門
抄
物の
性
格に
関
連
さ
せ
て
|」

(
近
代語
研究
第二
築、
昭
四
三・
て

武蔵
院
害

院)
は 、
信
州
西
福
寺
蔵
本
と
抄
物
を
ダ・
ナ
イ
・
ウ
な
ど
国
語
史
料の
面
か

ら
調
査
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る 。

抄
物の
翻
刻
も
若
干
あっ
た 。
京
大
附
属
図
書
館
清
家
文
庫
蔵
「
漢
書
列
伝

竺
桃
抄」
(尾道短大国文研究室 、
昭四
三・一
O 、
解題
・索引を附す) 、
「
無

門
関
抄
突
酉
版」(
高羽五
郎 、
昭四三・
六) 、
「
悶
丁
丑
版」
(同 、
昭四三・

=
乙
等で
あ
る 。

朝
鮮
資
料
につ
い
て
の
論
と
して
は
先づ
安
田
章
「
辞
書
と
文
例」
(国語

国文 、
昭四三・
ニ)
及び
福
島
邦
道
「
新
出
の
隣
語
大
方
お
よ
び
交
隣
須
知
に

つ
い
て」
(国語
国文 、
昭四四・
二一)
の
ニ
篇
が
あ
る 。
安
田
氏の
論
は
金
沢

庄
三
郎
博
士
の
説
と
は
逆
に
「
倭
語
類
解」
が
「
交
隣
須
知」
の
基
に
なっ
た

と
推
定
し
て
「
倭
語
類
解」
の
性
格
を
究
開判
し
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
り 、
福

島
氏
の
論
は
浜
田
氏
蔵
本
で
あ
る
乙
の
新
資
料
を
紹
介
し 、
他
の
諸
本
と
の
比

較
に
よ
っ
て
本
書
を
論
じ
て
ゐ
る 。
又 、
福
島
邦
道
「
朝
鮮
語
学
習
書
に
よ
る
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国
語
史
研
究」(国語学七六 、
昭四四・
三)
が
挙
げ
ら
れ
る 。
交
隣
須
知・
隣

語
大
方
な
ど 、
日
本
人
の
た
め
の
朝
鮮
語
学
習
書
に
よ
っ
て 、
そ
の
中
で
文
法

史
上
注
意
すべ
き
副
詞・
準
体
助
詞
を
論
じ
て
ゐ
る 。
安田
章
「
朝
鮮
資
料
論

続
紹」(向上)
は 、
捷
解
新
認
の
敬
語
を
取
上
げ 、
原
刊
本・
改
修
本
と
の
比

較
に
よ
っ
て 、
資
料
と
し
て
の
性
格
を
追
究
し
て
ゐ
る 。
福
島
氏に
は
又
「
交

隣
須
知の
増
補
本
につ
い
て」
(言
語と
文芸五七 、
昭四三・
三)
が
あ
る 。
東

大
図
書
館
蔵の
小
田
本
を
紹
介
し 、

併
せ
て
従
来
知
ら
れ
て
ゐ
た
諸
本
と
比
較

し
て 、
その
増
補
本
と
し
て
の
特
色
に
及ん
で
ゐ
る 。
翻
刻と
し
て
は 、
京
大

国
語
学
国
文
学
研
究
室
編
「
異
本
隣
語
大
方・
交
隣
須
知」
(昭四三・
三 、
京

都大
学国文学会)
が
あ
る 。
昭
四
二・
五
刊
行
の
A
5
の
本
文
の
部
分
を
大
き

く
し
て
刷
直
し
た
もの
で
あ
る 。

中
国
資
料
で
は
京
大
国
語
学
国
文
学
研
究
室
編
「
纂
輯
日
本
訳
語」(昭四三・

三 、
同学会)
が
あ
る 。
日
本
館
訳
語
等
清
朝
末
頃
ま
で
の
中
国
資
料
十
七
種

の
複
製
で 、
福
島
邦
道
「
纂
輯
日
本
訳
語」・
浜
田
敦
「シ
ナ
資
料」
の
二
論

文
と
索
引
と
を
附
す 。
日
本
館
訳
語
に
つ
い
て
は
又
国
立
国
会
図
書
館
静
嘉
堂

文
庫
蔵
本
に
よ
っ
て
大
友
信
了
木
村
田成
編
「日
本
館
訳
語本文と索引」
(昭四

三 、
洛文社)
も
あっ
た 。
同
編
者
に
よ
る
「
日
本一
鑑
本文と
索引」
(昭四四 、

洛文社)
も
出
版
さ
れ
た 。

キ
リ
シ
タン
資
料
につ
い
て
見
る
と 、
先づ
天
草
本
平
家
物
語
に
は
本
文
の

写
真
に
片
仮
名の
翻
字
を
対
照
さ
せ
た
島
正一二「
天
草
本へ
イ
ケモ
ノ
ガ
タ
リ」

検
案(続)」
(昭四二・
二)
が
あっ
た
が 、
更
に 、
亀
井
高
孝
氏
に
よ
っ
て 、「
肝
引

いワン版
平
家
物
語」(昭四四・一
て
吉川弘文館〉
の
複
製
翻
字
が
刊
行
さ
れ

た 。
林
重
雄
「
天
草
版
押

骸hv
鵠一一=
量の
和
げ
語
奨
索
引」
(
石川工
業一高専紀

要 、
付一
号 、
昭四四・
三 、
伺二
号 、
昭四五・
三 、
未完)
は 、
仮
名五
十
音
順

の
索
引
で
漢
字
を
宛
て
て
ゐ
る 。

石
川
謙
編日
本
教
科
書
大
系
往
来
篇
で
は
「
古
往
来1」
(紹
四二・
二) 、

「
同3」
(昭四二・一
二) 、
「
産
業1」
(昭四二・
五) 、
「
同2」
(昭四二・

九)
の
四
冊
が
出
た 。

説
話
文
学
関
係に
移
る 。
先づ 、
今
昔
物
語
で
は 、
その
巻
別
の
索
引
が 、

馬
測
和
夫
氏
を
中
心に
次々
と
編
纂
さ
れ
て
ゐ
る
が 、
乙
の
期
聞
に
は 、
巻
第

二
(
馬測和夫・
馬淵昌子 、
昭四三・
九)
及び
巻
第二
十五
(馬淵和夫・
有賀

嘉寿子 、
昭四
四・
五)
が
出
て
合
計
四
冊
と
な
っ
た 。
文
節
単
位の
掲
出の

手法
はユ
ニ
ー
ク
な
もの
で 、
注
目
すべ
き
で
あ
ら
う 。
山
内
洋一
郎
「
古

本
説
話
集
総
索
引」(昭四四・
四 、
風
間書房)
は 、
先
年
刊
行の
孔
版
本
を
基

に
し
た
もの 、
安
田
孝
子
他
「『
沙
石
集』
地
名
及び
寺
社
名(日
本国内)
付

人
名
索
引」(説林一
六 、
昭四三・
二)
は
国
名
別
及び
五
十
音
順の
索
引
で
あ

7G 。

122 

平
家
物
語
で
は 、
古
典
文
庫で
百二
十
句
本
が
刊
行
さ
れ
た
(上述)
が 、
屋

代
本
の
翻
刻 、
佐
藤
謙三・
春
日
宣「
屋
代
本
平
家
物
語」
(上
巻 、
昭四二・六 、

中巻 、
昭四五・
五 、
桜楓社〉
も
刊
行
中
で
あ
り 、
山
田
孝
雄
博
士
の
旧
著
「
平

家
物
語」
も
復
刊
さ
れ
た
(昭四五・
三 、
宝文館出版) 。
又 、
高
橋
貞一
「
校

定
平
家
物
語
百二
十
句
本
伺」
(仏教大
学研究紀要五二 、
昭四三・=一) 、
村
上

学
「
四
部
合
戦
状
本
平
家
物
語
訓
例
索
引
稿
付
!神道

集本文の
整理」
(静岡
女

子短大
研究紀要
付一
四 、
昭四三・
三 、
∞一
五 、
昭四四・
三)
も
あっ
た 。

又 、
三
上
悠
紀
夫
「
平
家
物
語
形
容
詞
語
集
索
引」(昭四四・一
O 、
自家版)

が
あっ
た 。
岩
波
古
典
大
系
本に
よ
っ
て
ゐ
る 。

又
「
平
治
物
語
人
物
索
引」(
九条家与蔵本・
金万比羅宮本・
古活字本)
(駒

場国文六 、
昭四三・
三)
も
あっ
た 。
曽
我
物
語
で
は 、
角
川
源
義
「
妙
本
寺
本

曽
我
物
語」
(貴重古典籍叢刊3 、
昭四四・
三 、
角川
書庖)
が
出 、
岡
田
安
代



「『
曽
我
物
語』
人
名
索
引」
(名古屋大
学国語国文
学、
付二三 、
昭四三・

一
一 、
ω二
四 、
昭四四・
七)
も
あっ
た 。
又 、
醍
醐
寺
蔵
本の
高
野
物
語
は 、

馬
淵
和
夫
氏
に
よ
り
第五
回が
連
載
さ
れ
て
(言語と文芸一
Oノ
二 、
昭四三・

一一一)
完
結
し
た 。
近
藤
喜
博 、
貴士山
喜志
「
赫庫
林
神
道
集」(
室由一古
典籍叢刊1 、

昭
四三・
七 、
角川
容庖)
は 、
先
年
刊
行
さ
れ
た
東
洋
文
庫
本・
河
野
本
と
併

せ
て 、
中
世の
宗
教・
説
話
の
史
料
で
あ
る
が 、
国
語
史
料と
し
て
も
注
目

すべ
き
点
が
多い 。
又 、
八
幡
市
八
幡
神
社
蔵
「
八
幡
大
菩
薩
愚
童
記」

(愛
媛
の
文
学
資
料
叢
書5 、
愛媛
大
学
国
語
国
文
学
会 、
昭
四四・九)
も
あ

っ
た 。
中
尊
寺
蔵
『
義
経
北
国
落
絵
巻』
の
翻
刻
が
尾
形
的・
井
川
昌

文
両
氏
に
よ
っ
て
成
さ
れ
た
(言語と
文芸六回 、
昭四四・
五) 。
本
書
は

室
町
末よ
り
織
豊
期に
か
け
て
の
成
立
で 、
義
経
伝
説
研
究
の一
資
料
で
あ

る 。

国語学史・資料

彦
由一
太
監
修 、
烏
沢
誇一
・

中
尾一
彦・
熊
谷
保
孝「
今
鏡
人
名
総
索
引」

(昭四四・
二 、
政治経済史学会) 、
栃
木
孝
惟
監
修
「
却
特姑
糊
態
管
抄
人
名
索

引」ハ国文季報創刊十周年記念号別刷 、
昭四四・
ニ)
も
あっ
た 。

中
世
文
学の
新
資
料と
し
て 、
久
保
田
淳
「
藤
原
家
隆
集
と
そ
の
研
究」

(昭四三・七 、
三
弥弁書庖)
で
は
鎌
倉
期
古
写
本
の
高
松
宮
家
蔵「
玉
吟
集」

な
ど
を
翻
刻し
て
ゐ
る 。
福
田
秀一
・
井
上
宗
雄
「
中
世
歌
合
集
と
研
究
上」

(未刊国文
資料第三
期日比 、
昭四三・
九)
が
あ
り 、
又 、
有
吉
保
「
千五
百
番

歌
合
の
校
本
と
そ
の
研
究」ハ昭四三・四 、
風
間書房)
で
は
書
陵
部
蔵
本
を
底

本
と
し
て
十
余
穫の
伝
本
を
以
て
校
合
し
た
本
文を
提
供
し
て
ゐ
る 。
佐
藤
高

明
「
匂何
時一
七
十
五
番
恋
歌
合」
(向第十二
集 、
昭四三 、
二 、
私家版)
は
「
七

十
五
番
歌
合」
と
「
水
無
瀬
殿
歌
合」
と
を
翻
刻
す
る 。
そ
の
他 、
「
と
は
ず

が
た
り」
は 、
角
川
文
庫
(書陵部
本底
本 、
上 、
昭四=
了
八 、
昭四三・一
二 、

角川
書底)
と
岩
波
文
庫(「問は
ず諮り」 、
玉井幸助 、
昭四三・八 、
岩波害賠)

との
二
種の
刊
行
が
あっ
た 。

徒
然
草
の一
異
本
た
る
「
陽
明
文
庫
徒
然
草」
(昭四四・
九 、
中
央図
書出版

社)
が 、
一高
橋
貞一
氏の
解
説を
附し
て
翻
刻
さ
れ
た 。
又
同
氏の
「
兼
好
自

筆
の
歌
巻一
巻」(翻
刻〉(
国語国文 、
昭四三・六)
は
長
泉
寺
蔵
本の
全
文
翻

刻
で
あ
る 。

和
歌
・
連
歌
関
係
で
は 、
上
述の
他 、
稲
田
利
徳
「
正
徹の
和
歌の
新
資
料

「
寄
花
述
懐
和
歌」(彰
考館蔵
本)
につ
い
て」(中世文
芸四二 、
昭四三・
二) 、

国
技
利
久
「
架
蔵
本「
正
徹
百
首(聖廟法楽詠百首和
歌)」」
(親和
国文二 、
昭

四四
・一
二) 、
国
枝
利
久
「
大
阪
市
大
本
「
東
常
縁
集(異本〉」」(文学史研究

一
O 、
昭四三 、
八) 、
岡
本
史
子
「
正
宗
文
庫
本
「
夢
想
之
倭
漢」」
(ノlトル

ダム
清心
女子
大紀要二 、
昭四一ニ
・三〉
同
「
正
宗
文
庫
本
「
賦
山
何
連
歌」」

(同上) 、
「
熱
田
神
宮
の
連
歌
と
俳
諮」
(熱田神宮宮所 、
昭四三
・六) 、
石
村

薙
子
「
騰
川
親
当(智蓋)
連
歌
集」
(昭四三・九 、
私家版 、
横山蚤氏蔵
本の

翻刻) 、
島
津
忠
夫
「
亀
井
山
円
福
寺の
連
歌」(県大国文(愛知県立
大)
二 、

昭
四
三
・
ニ、

名
古
屋
円
福
寺
蔵
本
永
享
四
年
連
歌
懐
紙
の
翻
刻
と
解
説)、

大
口
市
立

図
書
館
「
新
納
忠
元
文
書
資
料
編
第一
一総
連
歌
集」
(昭四回
・二 、
同館 、

戦
国
時
代
島
津
藩
の
武
将
新
納
忠
元
の
歌
集
・
連
歌
集
の
翻
刻)、

三

浦
三

夫
「
慰
草

(
松
平
文
庫
本)
」
(
昭
四
四
・
三、

私
家
版、

正
徹
応
永
二
十
五
年
三
十
八
歳
の
折
の
紀

行) 、
岡
本
史
子
「
翻
刻
正
宗
文
庫
本
「
壁
草」」
〈ノ1トル
ダム
清心
女子
大

国
文
科
紀
要
三、

昭
四
四
・
三、

宗
長
自
撰
句
集
「
壁
草」

の
翻
刻)

な
ど
が
あ
る。

又 、
士口
活
字
版「
百
人一
首
抄」
(吉田幸一一縮 、
昭四四・
二 、
笠間書
院)
は

宗
祇の
抄の
影
印
で
あ
る 。
浅
井
圭
子
・
江
崎正
子・
村
手
通
子
「
中
川
文
庫

本
五
代
勅
撰」
(説林
二ハ 、
昭四三・二〉
は
後
援
・
拾
遺・
後
拾
遺
・
金
葉
・

詞
花の
抄
注で
あ
る 。

芸
能
関
係
で 、
表
立
・
伊
藤
正
義
校
注
『
金
春
古
伝
書
集
成』(昭四四・五 、
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わんや
書
庖)
は 、
従
来
知
ら
れ
な
か
っ
た
金
春
宗
家
の
蔵書
の
全
貌が
初め
て

公
に
さ
れ 、
中に
禅
竹
自
筆
本
を
も
含
む
貴
重
な
資
料
で
あ
る 。
又 、
井
浦
芳

信
「
修
験
能
正
本
「
御
辺
地
の
し
し

舞〈宮崎兵士口本別本)」
付
解
説」
(
東大

人文
科
学
科紀要四六 、
昭
四三・
九)
は
中
世
演
劇
資
料の
翻
刻で
あ
る 。
耳
野

紀
久
代
・
津
藤
千
鶴
子
・一両
梨
敏
子
「
関
吟
集
総
索
引」
(昭四四・一 、
武蔵

野書院)
に
は
耳
野
氏の
解
説
を
附
す 。

源
氏
物
語の
古
注の
翻
刻が
多
く
あっ
た 。
一
つ
は
松
田
武
夫
解
題
「
源
氏

物
語
古
註
葵
巻」
二
部(七
海本・
吉田
本)
で 、
「
源
氏
物
語
研
究
と
資
料|
古

代文
学
論
叢第一
輯
l」

(昭四四・
六 、
武
蔵野
筈院〉
で
あ
り、
一
つ
は
四
十
二

年
か
ら
継
続の
平
瀬
家
旧
蔵
本
「
弄
花
抄」
で 、
第
五
分
冊
ま
で
出
て
本
文の

翻
刻
が
完
成
し
た
(伊井春樹絞・
解説 、
翻刻平安文学資料稿第一
巻 、
I
昭四

一一・
六 、
E
昭四ニ・一
O 、
E
昭四三・
二 、
町
昭四四・
二 、
V
昭四四
・一
二) 。

又 、
同
じ
翻
刻
平
安
文
学
資
料
稿
の
シ
リ
ー

ズ
で
は 、
第二
巻
と
し
て 、
広
大
国

文
学
研
究
室
蔵
本「
源
氏
物
語
大
意
上・
下」(高谷
美恵子・
譲河家利
昭
校・解

説 、
昭
堕
で
六) 、
第
三
巻
と
し
て
野
坂
元
定
氏
蔵
本
「
能
因
本
枕
草
子」
ハ
稲

賀敬二
校・
解説 、
昭四三・一
一)
を
刊
行 。
又 、
同
シ
リ
ー

ズ
に
は
菅
原
敬
三

他
「
源
語
梯」
(昭
四四・
八)
の
翻
刻
も
あっ
た 。
更
に一
つ
は
玉
上
琢
弥・

山
本
利
達・
石
田
穣二
「
紫
明
抄
・
河
海
抄」(昭四三・
六 、
角川
書庖〉
の
翻

刻で
あ
る 。
紫
明
抄
は
京
大
国
文
学
研
究
室
蔵
本 、
河
海
抄
は
天理
図
書
館
蔵

本
を
底
本
と
し
て
ゐ
る 。

又
枕
草
子
の
注
で
は
右
の
他 、
「
山
鹿
索
行
写 、
古
注
「
枕
草
子」」ハ今
井

源街 、
平安
文学研
究四
O 、
昭四三・
六)
が
あ
る 。

曽
田
文
雄
「
滋
賀
大
学
本
神
代
巻
広
注
抄
解
説
並
び
に
翻
刻
ω」(滋賀

大
学教
育
学怒紀要一
八 、
昭四三・一
二)
も
進
行
中
で
あ
る 。
又
梁
瀬一
雄

「
方
丈
記
諸
注
集
成」(昭四四・
二 、
豊島書房一)
は
首
書
方
丈
記
等
六
部
の
注

釈
書の
翻
刻で
あ
る 。

平
安
文
学に
対
す
る
古
注
釈
類
は 、
和
歌
や
物
語
自
体
の
本
文
と
し
て
の
資

料 、
注
釈
の
文
が 、
そ
れ
が
書か
れ
た
中
世
近
世
当
時の
国
語
と
し
て
の
資

料 、
更に
国
語
学
史の
資
料と
い
ふ
や
う
に 、
種々
の
意
味
で
資
料
的
価
値
を

有
す
る
が 、
近
来
そ
の
原
文に
忠
実
な
翻
刻が
行
は
れ
る
や
うに
なっ
た
の
は

喜
ば
し
い
傾
向
で
あ
る 。

近
世
文
学
の
索
引
で
は 、
壇
上
正
孝
・
末
田
洋
香・
上
回
健
・
関
屋
庸
介

「
笈の
小
文

競
争
相
総
索
引」
(昭四
三
・
五 、
広島
大
学教育
学
部
室
国
語
研究

室)
が
あ
る 。
ζ
の
他 、
小
林
祥
次
郎
「お
あ
む
物
語
用
語
索
引」
〈昭
四三・

四 、
プ
リ
ン
ト、

本文
複
製
と用
語索引
よ
り成
る) 、
愛
媛
大
学
文理
学
部
国
語
国

文
研
究
会
近
世
文
学
部
編
「
嬉
遊
笑
覧
索
引」
(昭四三・
二 、
同研究会 、
第

遊笑覧の
見出し項目の
五十音順索引〉
が
あ
る 。

124 

国
史
学の
分
野
で
の
史
料
翻
刻
も
相
当
に
盛
で
あっ
た
や
うに
恩
は
れ
る 。

近
来乙
の
種
の
文
献
も
国
語
史
料と
し
て
注
目
さ
れ
る
や
うに
なっ
て
来
た
か

ら 、一
言
触
れ
て
お
くと
と
に
す
る 。
先づ 、
東
大
史
料
編
纂
所の「
大
日
本
史

料」「
大日
本
古
文
書」
の
複
刻
を
取
上
げ
ね
ば
な
ら
な
い 。
と
の
こ
つ
の
叢
書

は 、
古
く
明
治三
十
四
年
以
来 、
連
年
刊
行
さ
れ
て
来
た
もの
だ
が 、
旧
年
刊

行の
部
分
は
久
し
く
絶
版
と
なっ
た
ま』
で
あっ
た
の
を 、
昭
和
四
十三
年
四

月
を
期
し
て 、
東
京
大
学
出
版
会の
手
で
複
刻が
始め
ら
れ
た 。
昭
和
四
十三

年
度
(第
二期)
及
び
四
十
四
年
度(第二
期 、
四十
五年
三
月
ま
で)
の
聞
に 、

「
大
日
本
史
料」
は 、
第一
篤か
ら
第
十二
篇ま
での
各
編
六
冊(計七十二
冊) 、

大
日
本
古
文
書
は 、
正
倉
院
編
年
文
書
・
高
野
山
文
書・
伊
達
家
文
書
等
計

四
十
八
冊
が
刊
行
さ
れ
た 。
又 、
新
刊
も 、
「
大
日
本
史
料」
は一
之
十
六・

二
之
十
七
・
八
之二
十
八
(以上昭四三・三)
等
が 、
「
大
日
本
古
文
書」
は

家
わ
け
大
徳
寺
文
書
七
・
別
集1・
大日
本
近
世
史
料三
・
五・
九
(以上昭
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四三
・一二)

等
が
あっ
た(東大出版会) 。
同
じ
く

東
大
史
料
編
纂
所
「
大
日
本

古
記
録」(
岩波舎庖)
は 、
「
殿
暦
四」(昭四三
・三〉

「
建
内
記
三」
(昭四三・

五) 、
「
言
経
由用
記
六」
〈昭四回
・四〉

「
小
右
記
五」
(昭四四・八)
を
刊
行
し

た 。
又 、
中
世
史
料
を
主
と
し
た
「
史
料
纂
集」
も
配
本
を
開
始
し 、
「
噺
献
言

継
卿
記
第
五」(昭四
0・九) 、
「
同
第一」(昭四
了
五) 、
「
同
第
六」
〈昭四

一一
・一一)

に
引
続
き 、
「
山
科
家
礼
記
第
二」
〈昭四三
・一
二) 、
「
師
守
記
第

一一」
〈昭四
四
・ニ) 、

「
隆
光
僧
正
日
記
第一」
(昭四四
・五) 、
「
公
衡
公
記
第

二」(昭四回
・八) 、

「
言
国
卿
記
第一
」
(昭
四
四・一
O) 、
「
師
守
記
第三」

(昭四
四
・一

二)
の
九
冊
を
刊
行
し
た 。
又 、
「
時
慶
卿
記」
の
翻
刻(ピ
プ
リ

ア
四
O 、
昭四三
・一

O 、
四一 、
昭四四
・五〉
も
進
行
中で
あ
る 。
ζ
の
他 、

旧
版
複
刻
又
は一
部
増
補
を
加へ
た
もの
と
し
て 、
「
噺
糊一
史
一籍
集
覧」
(正
続)

四
十
三
冊
(昭四二
・五
L

四
四・一
二 、
臨川
書庖〉 、
黒
川
春
村一線
・

角
田
文

衛
監
修
「
歴
代
残
闘日
記」
三
十
冊
(昭四四 、
臨川
書庖)
が
あ
り 、
古
代
学

協
会
編
「
史
料
拾
遺」(臨川
舎庖)
は
第一
-一一

巻
「
八
幡
宇
佐
宮
御
託
宣

集」
(昭四一
・三 、

昭四ニ
・三)
第三
巻
「
吏
部
王
記」
(昭
四四・三)
第
四

巻
「
魚
魯
愚
紗
上」(昭四五
・一ニ)
を
出
し
た 。
乙
の
他 、
図
書
刊
行
会
か
ら

は
「
玉
葉」
(昭四四
・九)

「
明
月
記」(昭四
四・九)
が
あ
り 、
名
著
刊
行
会

か
ら
は
「
吾
妻
鏡」
(吉川
本 、
昭四三)
な
ど
の
複
刻
も
あ
る 。
と
れ
ら
の

中 、
旧
版
の
復
刻の
中に
は 、
国
語
史
料と
し
て
は
必
ず
し
も
十
分で
ない
も

の
も
あ
る
か
ら
留
意
すべ
き
で
あ
る 。

竹
内
理
三
「
平
安
遺
文題駿編」
(昭四三・三 、
東京堂出版)
が
出
て 、
平

安
遺
文
が一
往
完
結
し
た 。
訓
点
資
料の
識
語
等
も
多
く

収
め
ら
れ
て
ゐ
る 。

国
史
学
界の
金
字
塔
た
る
と
の
叢書の
完成
を
心
か
ら
慶
び
た
い 。
今
後
国
語

史
学
上
に
も
大い
に
活
用
さ
れ
る
と
と
が
期
待
さ
れ
る 。
著
者に
は
「
鎌
倉
遺

文L
の
企
画
あ
る
由
灰
周
し
て
ゐ
る
が 、
そ
の
刊
行
が
今
か
ら
望
ま
れ
る 。

こ
の
他
史
料
類の
翻
刻
関
係
で
は 、
伊
地
知
鉄
男
編
「
日
本
古
文
書
学
提
附

下」(昭四四・六 、
大学新生社〉
が
近
世の
文
書の
分
類
・

解
説
を
笠
宮な
実

例
に
よっ
て
示
し 、
更
に
「
古
記
録
用
語
特
殊
解(
案)」
や
日
記
類の一
覧な

ど
を
附
録
と
し
て
ゐ
る 。
他
に
村
田正
志・太
田
正
弘
「
愛
知
県
史
料
叢
刊・
猿

投
神
社
記
録
之一
」
(愛知県史料叢刊刊行会 、
昭四三・三) 、
金
井
典
美
「
金

沢
文庫の
古
書「
限
波
私
注」
につ
い
て
|中世にお

ける諏訪信仰の
新資料|」

〈金沢文庫研究一
五ノ
九 、
昭四四
・九) 、

上
杉
孝
良
「
光
伝
寺
地
蔵 、
菩
薩
像

銘
並
び
に
胎
内
納
入
物」
(金沢文庫研究一
五ノ一
O 、
昭
四四・一
O)
な
ど
が

あ
る 。
明
恵
関
係の
資
料
で 、
金
沢
文
庫
本
「
唯
識三
十
頒
等」
附
械
の
「
明

恵
上
人
法
語」
(納富常天翻字解説 、
金沢文庫研究一
五ノ一
て
昭四回
・一) 、

田
中
久
夫
「『
禅
宗
学
語』
所
械の
『
明
恵
上
人
伝
記』
の
抄
録」
(金沢文庫

研
究一
五/一
二 、
昭四四・
士
じ
が
あ
る 。
ζ
の
他に
も
新
史
料の
翻
刻
は

多い
と
思
は
れ
る
が 、
尚
大
方の
教
示
に
侠ち
た
い 。

上
述
の
や
うに 、
近
年
は
古
典
文
献の
索
引
の
刊
行
が
著
し
い 。
索
引
に
よ

っ
て
研
究
上
の
便
宜
は
大
幅に
増
大し
た 。
し
か
し 、

索
引
も
人聞
の
作
る
も

の
で
あ
る
以
上 、
誤
脱
が
皆
無
で
あ
る
乙
と
は
至
難で
あ
る 。
又 、
索
引
作
成

の
方
法
上 、
語
学
的
知
識
又
は
判
断の
不
十
分
な
為に 、
使
用
上
不
便な
もの

も
少
し
と
し
な
い 。
宮
島
達
夫
「
総索
引へ
の
注
文」
(国語学七六 、
昭四四・

三)
は 、
既
刊
十
八
種の
索
引
につ
い
て 、
鋭い
批
判
を
加へ
た
もの
で
あ
り 、

索
引
作
成
者へ
の
響
鐘
と
なっ
て
ゐ
る 。
同
感
す
る
所
極
め
て
大
で
あ
る 。
位

相
論
的
観
点
が
必
要
で
あ
るこ
と
は
勿
論だ
が 、
同一
の
和
歌
集
の
索
引
を
和

歌
・

詞
書
・
序
と
別々
に
し
た
り 、
さ
ほ
ど
大
部
で
も
な
い
の
に
助
辞
類
を
別

に
し
た
り 、
固
有
名
詞
を
別
に
価極め
た
り
す
る
の
は 、
索
引
が
持つ
筈の
有
用

性
を
大
い
に
削
減
す
る
もの
で
あ
る 。
又 、
徒
に
「
の」
「
て」
な
ど
の
助
詞

の
頁
数
を
何
頁
も
羅
列
す
る
乙
と
は
何の
意
味が
あ
る
の
か 、
甚
だ
疑
問に
感
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ず
る
もの
で
あ
る 。「
万
葉
集
総
索
引」
式に
前
後の
文
を
挙
げ
る
ζ
と
は
理
想

的
だ
が 、
一
面 、
部
厚
く
なっ
て
検
索に
不
便
とい
ふ
難
点
が
あ
る 。
大
体 、

索
引
が
何
冊
に
も
分
れ
る
と
と
は 、
と
れ
又
有
用
性
を
損
ず
る
所
が
大
き
い 。

そ
れ
に
し
て
も
助
辞
類
は
何
等
か
の
形
で
前
後
の
文を
附
す
る
と
と
が
要
望
さ

れ
る 。
そ
の
意
味
で
馬
測
氏
の
「
文
節
索
引」
の
試
は
大い
に
高
く

評
価
さ
る

べ
き
も
の
と
恩
ふ 。
尤
も乙
の
方
式
に
つ
い
て
も
更
に
工
夫の
余
地
は
あ
る
や

う
に
恩
ふ
け
れ
ど
も 。

土
屋
信一
「
電
子
計
算
機に
よ
る
古
典
索
引
作
成
の
試
み」
(言語と文芸六

七 、
昭四四・
二〉
は 、
国
立
国
語
研
究
所
に
導
入
さ
れ
た
電
子
計
算
機
に
よ

る
シ
ス
テ
ム
を
論
じ
た
も
の
で 、
先
年
の
水
谷
静
夫
氏の
論
文
な
ど
と
並
ん

で 、
索
引
もい
よ
/\コ
ン
ピュ
ー

タ
ー

の
時
代
に
入
る
か
と岡山
は
れ
る
が 、

や
は
り
プロ
グ
ラム
を
作
る
の
は
人
間の
頭
で
あ
る
と
と
を
忘
れ
る
ζ
と
は
出

来
な
い
で
あ
ら
う 。

乙
の
他 、
中
世 、
近
世の
文
献の
紹
介 、
翻
刻
な
ど
も 、
知
り
得
た
限
り
で

も
極
め
て
多い
の
で
あ
る
が 、
与へ
ら
れ
た
紙
数
は
既
に
遥
に
超
え
て
を
り 、

「
国
語
年
鑑」
「
国
語
国
文
学
研
究
文
献
目
録」
な
ど
に
議っ
て
割
愛
し
た
い

と
恩
ふ 。

以
上
で 、
昭
和
四
十三
年・
四
十
四
年
度
に
豆
る 、
国
語
学
史
・
資
料
につ

い
て
の
学
界
展
望の
筆
を
捌
く 。

若
干の
日
時の
余
裕
は
前
以
て
与へ
ら
れ
て

ゐ
た
の
だ
が 、
公
私
勿
忙
の
た
め
に 、
ζ
の
稿の
為に
劉
き
得
る
時
間
が
限

ら
れ
て
し
まっ
た
上 、
私
の
健
康
状
態
は 、
こ
れ
以
上
の
無
理
を
許
さ
な
か
っ

た 。
著
者・
執
筆
者並
に
読
者
各
位に
は 、
展
望の
不
足 、
不
均
衡さ
と 、
読

み
の
浅
さ 、
誤
解
な
ど
に
つ
い
て 、
不
満の
怠
を
抱
か
れ
る
向
も
多い
か
と
憧

れ
る
が 、
各
位の
寛
恕
を
庶
幾
ふ
次
第
で
あ
る 。
終
り
に 、
文
献
の
閲
覧
に
つ

い
て
御
高
配
を
賜っ
た
国
立
国
語
研
究
所
の
各
位 、
就
中
宮
島
達
夫
氏 、
国
語

年
鑑
編
輯
室 、
資
料
室の
方々
に 、
厚
く
御
礼
申
上
げ
た
い 。
又 、
種々
御
教

示
を
頂い
た 、
古
閏
束
朔
氏
・
土
井
洋一
氏
及
び
出
版
社
各
位・
奥
田
勲
氏に

も
感
謝の
窓
を
を
表し
た
い 。
(
四
五・
六・一
七)||

東
京
大
学
助
教
授
||
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